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教房は現在の一條神社の敷地付近に
御所を構えたとされています。

黒尊山（かつての下山郷）の杉

教房の戦略

　一條教房が京都から遠く離れた中村に下向

した目的とはなんだったのだろうか。

　ひとつは幡多荘という荘園（私的に所有して

いた土地）からの収入の安定と強化があったと

考えられている。教房が下向後、その地域の有

力な領主に官位を与えるよう朝廷に働きかけ

たことも、地域勢力を取り込んで幡多荘の掌握

を目論んだものと考えられる。

　また、幡多荘が良質な材木の産出地であった

ことも要因の一つであろう。下山郷（西土佐）か

ら伐り出された材木を父・兼良に送ったという

記録も残されているが、応仁の乱により焼失し

た京都の一條邸を再興するためのものだった

のだろうか。

　さらに、中国大陸から近畿へと至るルートの

中継点が幡多荘にあった（下田、清水）ことも見

逃せない。市内の遺跡から中国製の陶磁器が出

土していることから、当時の幡多と中国（明）と

の間に物流があったことが推測され、一條氏も

大陸との貿易に関与していた可能性がある。対

外交易による利益を得るための場所としても

幡多荘は地理的に恵まれていたのである。

　教房は地域勢力を取り込みつつ荘園の安定

化を図り、「土佐一條氏」として確立する基盤を

つくったと言えよう。（以下次号）

一
條
家
か
ら
始
ま
る
中
村
物
語
④

一
條
家
か
ら
始
ま
る
中
村
物
語
④

しもやまごう

中村御所址

しょうえん

もくろ

はたのしょう

土佐の小京都中村550
年祭

『合同結婚式・夜神楽奉納』

日時：7月21日(土)

場所：不破八幡宮

内容：14：00～　昔ながらの遊びとものづくり体験

　　  15：40～　中村南小学校鼓笛隊による演奏

　　  16：00～　社殿にて合同結婚式

　　  17：00～　一條太鼓演奏

　　  18：00～　夜神楽【幡多神楽（四万十町）、

　　  　　　　　　津野山神楽（梼原町）、

　　  　　　　　　池川神楽（仁淀川町）】

祭

第26回四万十川俳句全国大会　開催

　5月19日、四万十川俳句全国大会が開催されました。この大会は、幡多

信用金庫が毎年開催しているものですが、今年は幡多信用金庫創立90周

年と土佐の小京都中村550年祭の記念大会として、俳人の夏井いつきさ

んを選者・講師に迎えて開かれ、約180人が集いました。

　大会会場では、「土佐の小京都中村」おもてなし隊も全国からの参加者

をお迎えしました。大会への投句は1034句あり、受賞作品は幡多信用金

庫ホームページ（http://hatashin-tanka.com/）で紹介されています。

写真展（春篇）

日時：7月3日(火)～17日(火)

場所：アピアさつき　1階フロア

内容：3～5月に開催された記念事業を

　　 中心とした写真展

　　 3月　オープニングセレモニー

　　 4月　薪能「関白 一條教房」

　　 5月　土佐一條公家行列「藤祭り」

　　　　　第26回四万十川俳句全国大会

記念撮影に応じるおもてなし隊

土佐の小京都中村550年祭記念事業
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収
も
順
次
進
め
て
い
く
と
お
聞
き
し
て
お
り
、

口
屋
内
バ
イ
パ
ス
の
早
期
開
通
に
向
け
た
着

実
な
取
り
組
み
が
進
め
ら
れ
て
お
り
ま
す
。

　
国
道
４
４
１
号
は
、四
万
十
市
の
南
北
連
携

と
観
光
振
興
の
基
軸
で
あ
る
重
要
な
路
線
で

あ
る
こ
と
は
こ
れ
ま
で
も
申
し
上
げ
て
き
た

と
お
り
で
あ
り
、引
き
続
き
県
と
連
携
し
、早

期
整
備
に
向
け
た
取
り
組
み
を
進
め
て
ま
い

り
ま
す
。

　
沈
下
橋
の
修
復

　
岩
間
大
橋
、三
里
橋
、勝
間
橋
の
３
橋
に
つ

き
ま
し
て
は
、昨
年
末
か
ら
老
朽
化
に
よ
り
や

む
な
く
通
行
規
制
を
行
っ
て
お
り
、地
域
住
民

の
皆
様
は
じ
め
大
変
ご
不
便
を
お
か
け
し
て

お
り
ま
す
。

　
そ
の
後
の
取
り
組
み
で
す
が
、岩
間
大
橋
に

つ
き
ま
し
て
は
沈
下
し
た
桁
お
よ
び
橋
脚
の

撤
去
が
４
月
に
完
了
し
ま
し
た
。
ま
た
、平
成

29
年
度
の
繰
越
予
算
に
よ
り
詳
細
設
計
お
よ

び
地
質
調
査
を
発
注
し
た
と
こ
ろ
で
す
。

　
一
方
、三
里
橋
お
よ
び
勝
間
橋
に
つ
き
ま
し

て
は
、そ
れ
ぞ
れ
応
急
対
策
工
事
が
完
了
し
、

三
里
橋
に
つ
い
て
は
４
月
27
日
よ
り
、勝
間
橋

に
つ
い
て
は
５
月
31
日
よ
り
、重
量
規
制
は
一

部
残
る
も
の
の
通
常
の
市
民
生
活
に
は
支
障

の
な
い
範
囲
で
通
行
が
可
能
と
な
っ
て
お
り

ま
す
。

　
今
後
、三
里
橋
お
よ
び
勝
間
橋
に
つ
き
ま
し

て
も
、本
年
度
予
算
で
詳
細
設
計
を
行
う
計
画

と
し
て
お
り
、引
き
続
き
３
橋
の
本
復
旧
に
向

　　　
道
路
網
の
整
備

　
本
市
を
は
じ
め
、幡
多
地
域
の
更
な
る
飛

躍
・
発
展
に
大
き
な
効
果
が
期
待
さ
れ
る
四
国

横
断
自
動
車
道
　
佐
賀
〜
四
万
十
間
約
22
㎞

の
整
備
に
つ
い
て
、昨
年
度
は
、佐
賀
〜
大
方

間
14
㎞
の
事
業
化
が
決
定
さ
れ
ま
し
た
。

　
今
年
度
も
引
き
続
き
、佐
賀
〜
大
方
間
の
調

査
設
計
が
行
わ
れ
る
と
お
聞
き
し
て
お
り
ま

す
。
ま
た
、こ
の
道
路
に
接
続
す
る
こ
と
と
な

る
片
坂
バ
イ
パ
ス
に
つ
き
ま
し
て
も
、今
年
度

中
の
開
通
を
目
指
し
着
実
に
事
業
が
進
め
ら

れ
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

　
市
と
し
ま
し
て
は
、次
の
ス
テ
ッ
プ
で
あ
る

残
り
８
㎞
の
大
方
〜
四
万
十
間
の
早
期
事
業

化
を
目
指
し
、関
係
機
関
と
連
携
の
う
え
要
望

活
動
を
行
っ
て
い
く
と
と
も
に
、で
き
る
限
り

の
支
援
・
協
力
を
行
っ
て
ま
い
り
ま
す
。

　
次
に
国
道
４
４
１
号
で
す
。

　
昨
年
度
か
ら
口
屋
内
バ
イ
パ
ス
の
西
土
佐

側
で
ト
ン
ネ
ル
明
か
り
部
の
工
事
が
進
め
ら

れ
て
お
り
ま
す
が
、今
年
度
も
引
き
続
き
明
か

り
部
の
工
事
が
行
わ
れ
る
と
と
も
に
、口
屋
内

ト
ン
ネ
ル
の
残
土
受
け
入
れ
地
の
整
備
に
も

一
部
着
手
す
る
と
お
聞
き
し
て
お
り
ま
す
。中

村
側
に
つ
き
ま
し
て
も
、久
保
川
地
区
の
ト
ン

ネ
ル
明
か
り
部
の
詳
細
設
計
に
加
え
、用
地
買

け
た
取
り
組
み
を
進
め
て
ま
い
り
ま
す
。

　
立
地
適
正
化
計
画

　
こ
れ
か
ら
の
ま
ち
づ
く
り
は
、人
口
減
少
・

少
子
高
齢
化
な
ど
の
深
刻
な
社
会
問
題
へ
の

対
応
は
も
ち
ろ
ん
、四
国
横
断
自
動
車
道
の
延

伸
を
睨
み
、都
市
機
能
を
適
正
に
配
置
す
る
と

と
も
に
、豊
か
な
地
域
資
源
を
最
大
限
活
用
し

な
が
ら
交
流
人
口
や
商
機
の
拡
大
を
隅
々
ま

で
波
及
さ
せ
る
取
り
組
み
が
重
要
と
な
り
ま

す
。
　
そ
こ
で
、平
成
29
年
３
月
に
四
万
十
市
都
市

計
画
マ
ス
タ
ー
プ
ラ
ン
を
策
定
し
、そ
の
な
か

で
四
国
横
断
自
動
車
道
の
延
伸
を
見
据
え
た

「
集
約
型
＋
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
」を
将
来
都
市
構

造
と
し
て
掲
げ
、四
国
西
南
の
中
心
と
し
て

リ
ー
ド
す
る
持
続
可
能
な
都
市
の
実
現
と
、人

口
減
少
・
少
子
高
齢
化
に
対
応
し
た
都
市
づ
く

り
に
向
け
た
基
本
方
針
を
定
め
た
と
こ
ろ
で

す
。
　
こ
う
し
た
中
、持
続
可
能
な
都
市
経
営
の
実

現
に
向
け
た
総
合
的
な
取
り
組
み
と
し
て
都

市
再
生
特
別
措
置
法
が
改
正
さ
れ
、居
住
機
能

や
医
療
・
福
祉
・
商
業
等
の
都
市
機
能
の
適
正

な
立
地
と
誘
導
、ま
た
、公
共
交
通
等
の
様
々

な
施
策
と
の
連
携
を
含
め
た
包
括
的
な
マ
ス

タ
ー
プ
ラ
ン
と
な
る「
立
地
適
正
化
計
画
」が

制
度
化
さ
れ
ま
し
た
。

　
こ
の
こ
と
を
受
け
、本
市
に
お
い
て
も
、都

市
計
画
マ
ス
タ
ー
プ
ラ
ン
の
将
来
都
市
構
造

の
実
現
に
向
け
て
、市
民
と
行
政
、民
間
事
業

平
成
30
年
６
月
市
議
会
定
例
会

ー
抜
粋
ー
上

市

長

施

政

方

針

者
が
一
体
と
な
っ
た
コ
ン
パ
ク
ト
な
ま
ち
づ

く
り
を
推
進
す
る
た
め
に「
四
万
十
市
立
地
適

正
化
計
画
」の
策
定
に
着
手
い
た
し
ま
す
。

　
現
在
は
、策
定
委
員
会
と
な
る「
四
万
十
市

都
市
再
生
協
議
会
」の
設
置
に
向
け
た
準
備
を

し
て
お
り
、今
後
、市
民
の
皆
様
や
関
係
機
関

等
と
の
合
意
形
成
を
図
り
な
が
ら
、本
年
度
と

来
年
度
の
２
カ
年
で
、都
市
機
能
や
居
住
誘
導

区
域
の
設
定
、ま
た
実
現
可
能
な
ア
ク
シ
ョ
ン

プ
ラ
ン
を
策
定
し
て
い
き
ま
す
。

　
横
瀬
川
ダ
ム
の
整
備

　
昨
年
12
月
の
定
礎
式
以
降
も
順
調
に
コ
ン

ク
リ
ー
ト
打
設
工
事
が
進
み
、６
月
１
日
時
点

で
は
、予
定
計
画
高
72
m
に
対
し
て
約
46
m
、

コ
ン
ク
リ
ー
ト
量
に
つ
い
て
は
、計
画
量
16
万

５
千
㎥
に
対
し
て
10
万
㎥
と
、進
捗
率
は
約

61
％
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　
ダ
ム
工
事
は
引
き
続
き
24
時
間
体
制
で
進

め
ら
れ
て
お
り
、本
年
度
末
に
は
横
瀬
川
ダ
ム

全
体
の
姿
が
見
え
る
と
お
聞
き
し
て
い
ま
す
。

　
市
と
し
ま
し
て
も
、事
業
が
計
画
通
り
進
む

よ
う
全
力
で
支
援
す
る
と
と
も
に
、工
事
が
無

事
完
了
し
、１
日
も
早
く
中
筋
川
沿
川
の
洪
水

被
害
の
軽
減
に
繋
が
る
こ
と
を
祈
念
し
て
い

ま
す
。

　
文
化
複
合
施
設
整
備

　
四
万
十
市
公
共
施
設
と
高
知
は
た
農
業
協
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て
、協
議
・
検
討
し
て
い
た
だ
く
た
め
、関
係
団

体
の
代
表
者
や
関
係
行
政
機
関
の
職
員
等
か

ら
組
織
す
る
四
万
十
市
新
食
肉
セ
ン
タ
ー
整

備
検
討
委
員
会
を
設
置
し
、去
る
５
月
22
日
に

第
１
回
会
議
を
開
催
し
ま
し
た
。

　
会
議
で
は
、畜
産
振
興
及
び
食
肉
の
ブ
ラ
ン

ド
化
を
確
立
し
て
販
路
拡
大
を
図
り
、雇
用
増

を
も
含
め
た
産
業
振
興
に
繋
げ
る
将
来
ビ

ジ
ョ
ン
や
新
施
設
の
整
備
に
係
る
基
本
方
針

案
な
ど
を
了
承
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　
新
施
設
の
整
備
に
つ
い
て
は
、畜
産
ク
ラ
ス

タ
ー
の
導
入
や
Ｈ
Ａ
Ｃ
Ｃ
Ｐ（
ハ
サ
ッ
プ
）対

応
設
備
の
整
備
な
ど
、多
額
の
経
費
を
必
要
と

す
る
こ
と
か
ら
農
林
水
産
省
の「
強
い
農
業
づ

く
り
交
付
金
」の
活
用
が
必
要
不
可
欠
と
考
え

て
い
ま
す
の
で
、県
及
び
関
連
業
者
と
協
力
し

な
が
ら
、事
業
採
択
に
向
け
全
力
で
取
り
組
ん

で
い
き
ま
す
。

　
農
業
基
盤
整
備

　
国
へ
の
要
望
を
積
極
的
に
行
っ
て
ま
い
り

ま
し
た
、県
営
事
業
の
予
算
確
保
で
ご
ざ
い
ま

す
が
、入
田
・
利
岡
・
三
里
地
区
の
農
地
整
備
事

業
分
と
い
た
し
ま
し
て
、事
業
費
ベ
ー
ス
で
29

年
度
補
正
分
２
億
９
７
０
０
万
円
余
り
、30
年

度
当
初
分
で
も
１
億
１
１
０
０
万
円
余
り
の

割
当
て
が
あ
り
、こ
れ
に
よ
り
入
田
地
区
は
本

年
度
ほ
ぼ
面
工
事
が
完
成
す
る
見
込
み
と
な

り
、利
岡
、三
里
地
区
に
お
き
ま
し
て
も
面
工

事
が
順
調
に
進
め
ら
れ
る
見
通
し
と
な
り
ま

し
た
。

同
組
合
施
設
と
の
複
合
施
設
建
設
に
関
す
る

基
本
合
意
書
を
、両
者
に
お
い
て
３
月
20
日
に

締
結
し
ま
し
た
。

　
本
年
度
は
、全
体
の
概
要
を
示
す「
基
本
計

画
」の
策
定
に
着
手
し
て
お
り
、質
の
高
い
計

画
を
目
指
し
、高
い
技
術
力
と
優
れ
た
策
定
体

制
を
有
す
る
優
秀
な
業
者
に
委
託
す
る
必
要

が
あ
る
こ
と
か
ら
、「
プ
ロ
ポ
ー
ザ
ル
方
式
」に

よ
る
選
定
手
法
を
採
用
し
ま
し
た
。

　
５
月
15
日
に
は
企
画
提
案
書
の
提
出
を
受

け
た
２
社
の
ヒ
ア
リ
ン
グ
を
行
い
、

　
①
会
社
の
業
務
実
績
、②
担
当
技
術
者
の
資

格
や
業
務
実
績
、③
提
案
の
的
確
性
・
実
現
性
・

独
創
性
、④
業
務
へ
の
取
り
組
み
意
欲
な
ど
を

総
合
的
に
評
価
し
、審
査
し
た
結
果
、「（
有
）空

間
創
造
研
究
所
」を
委
託
候
補
者
と
し
て
選
定

し
、５
月
31
日
に
契
約
を
締
結
し
ま
し
た
。

　
今
後
は
、学
識
経
験
者
や
市
民
団
体
等
で
組

織
す
る「
四
万
十
市
文
化
複
合
施
設
整
備
検
討

委
員
会
」や
市
民
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
な
ど
を
開

催
し
、意
見
を
い
た
だ
き
な
が
ら
、利
便
性
が

高
く
、賑
わ
い
が
生
ま
れ
る
施
設
を
目
指
し

て
、基
本
計
画
策
定
を
進
め
て
ま
い
り
ま
す
。

　
食
肉
セ
ン
タ
ー
の
整
備

　
本
年
度
は
、県
内
の
畜
産
業
及
び
食
肉
加
工

産
業
の
六
次
産
業
化
推
進
の
中
核
機
能
を
果

た
す
新
食
肉
セ
ン
タ
ー
の
整
備
と
位
置
づ
け

た「
四
万
十
市
新
食
肉
セ
ン
タ
ー
基
本
計
画
」

の
策
定
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

　
こ
の
ほ
ど
、こ
の
基
本
計
画
の
内
容
に
つ
い

　
ま
た
、楠
島
・
江
ノ
村
地
区
の
排
水
機
場
の

設
備
更
新
な
ど
の
分
と
し
て
、事
業
費
ベ
ー
ス

で
９
７
０
０
万
円
の
割
当
内
示
を
今
年
度
い

た
だ
い
て
い
る
と
と
も
に
、県
営
の
防
災
減
災

事
業
と
し
て
、古
津
賀
地
区
の
国
和
谷
池
、蕨

岡
地
区
の
本
谷
池
お
よ
び
小
池
の
た
め
池
整

備
に
は
29
年
度
補
正
分
と
合
わ
せ
事
業
費

ベ
ー
ス
で
８
０
０
０
万
円
の
割
当
内
示
を
頂

い
て
お
り
、そ
れ
ぞ
れ
計
画
に
沿
っ
た
整
備
が

図
れ
る
も
の
と
考
え
て
い
ま
す
。

　
新
た
な
制
度
に
よ
る
農
業

　
委
員
会

　
国
が
進
め
て
お
り
ま
す
農
業
委
員
会
の
制

度
改
正
に
伴
い
ま
し
て
、本
市
に
お
き
ま
し
て

も
、３
月
議
会
で
同
意
を
頂
き
ま
し
た
農
業
委

員
19
名
と
、農
業
委
員
会
に
お
い
て
選
任
い
た

し
ま
し
た
農
地
利
用
最
適
化
推
進
委
員
８
名

に
よ
り
、４
月
10
日
か
ら
新
た
な
制
度
に
よ
る

農
業
委
員
会
の
運
用
を
始
め
て
お
り
ま
す
。こ

れ
に
よ
り
、こ
の
制
度
移
行
の
目
的
で
あ
る
、

担
い
手
へ
農
地
等
の
利
用
の
集
積
・
集
約
化
、

遊
休
農
地
の
発
生
防
止
お
よ
び
解
消
、新
規
参

入
の
促
進
な
ど
、農
地
利
用
の
最
適
化
の
推
進

を
積
極
的
に
図
っ
て
い
た
だ
け
る
も
の
と
期

待
し
て
お
り
ま
す
。

　
鳥
獣
被
害
対
策

　
深
刻
化
し
て
い
る
鳥
獣
被
害
対
策
に
つ
き

ま
し
て
は
、捕
獲
の
推
進
と
併
せ
て
国
交
付
金

及
び
補
助
金
に
よ
る
獣
害
防
止
柵
の
整
備
を

推
進
し
て
お
り
ま
す
。

　
特
に
獣
害
防
止
柵
に
つ
き
ま
し
て
は
、国
、

県
に
対
し
予
算
確
保
の
要
望
を
重
ね
た
結
果
、

本
年
度
は
、鳥
獣
被
害
防
止
総
合
対
策
交
付
金

で
１
億
１
６
０
０
万
円
、昨
年
度
よ
り
繰
越
の

中
山
間
地
域
所
得
向
上
支
援
事
業
費
補
助
金

で
７
０
０
０
万
円
、計
１
億
８
６
０
０
万
円
の

配
分
を
受
け
る
こ
と
が
で
き
る
見
込
み
で
あ

り
、こ
れ
は
、昨
年
度
よ
り
約
４
７
０
０
万
円

の
増
額
で
す
。

　
今
後
も
、国
、県
に
対
す
る
要
望
を
継
続
し
、

農
作
物
等
へ
の
被
害
防
止
対
策
を
推
進
す
る

こ
と
に
よ
り
、野
生
鳥
獣
に
強
い
安
心
し
て
生

活
で
き
る
環
境
づ
く
り
に
努
め
て
い
き
ま
す
。

こ
っ
か
ん
だ
に
い
け

ほ
ん
た
に
い
け

こ
い
け
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♡温かいメッセージの一例♡ 

　　

その他、様々な事業に活用
させていただいています。

●平成29年度　活用の実績

・子ども見守りカメラ設置

・歯科口腔事業

・小京都ジュニア駅伝 

・住宅耐震診断

・移住支援事業

～ふるさと応援寄附金のお礼とご報告～

【問い合わせ先】
（市）企画広報課　産業振興室　☎（34）1145　

マイバック推進運動 八束保育所移転

市民大学 郷土資料館リニューアル 土佐の小京都中村
550年祭

商店街活性化事業

◆これまでに活用させていただいた寄附金の使途の内訳

◆年度別の推移 件数と金額の年度別推移

年度

H20～H24合計

H25

H26

H27

H28

H29

合計

使途（事業の種類）

合　計

ふるさとの環境と景観を守る事業

ふるさとの人（高齢者、子どもなど）を守り育む事業

ふるさとの産業を守り育む事業

ふるさとのイベントを守り育む事業

ふるさとを災害から守る事業

市長が必要と認める事業（市長にお任せ）

左記のうち平成29年度に

活用させていただいた額
活用実績

33,234,467円

25,033,825円

6,999,178円

1,754,000円

9,775,265円

71,613,819円

148,410,554円

13,249,265円

10,416,008円

4,891,178円

100,000円

6,433,315円

44,366,449円

79,456,215円

　四万十市ふるさと応援寄附金（ふるさと納税）は、年々寄附件数・金額ともに増加しており平成29年度におい
ても、13,375件、総額225,429,132円のご寄附をいただきました。
　温かいご支援に対して厚くお礼申し上げます。いただいたご寄附は、活力あるまちづくりのために大切に活用
させていただきます。
　全国の皆さまからたくさんのご寄附とともに応援メッセージをいただいておりますので紹介します。

★沈下橋の一日も早い復旧を願っています。
★地元の産業を応援します！
★是非とも、一度、訪れてみたいです。
★地方の文化継承、発展のためにお役立てください。
★安全・安心な地域づくりが暮らしの支えとなり、貴市の発展となるよう応援しています。

★美しい自然と、豊かな恵みをいつまでも守り続けてください。
★地域の高齢者、子どもたちによい環境を作ってください。
★自分を育ててくれた四万十市に感謝しています。
★以前旅行で訪れ、人の温かさに触れ感謝の意を込めて。

※使途(事業の種類)は、寄
　附のお申込みの際に寄附
　者の皆さまに指定してい
　ただいています。
※平成30年5月31日時点の
　ふるさと応援基金の積み
　立て額は252,891,743円
　となっており、今後、指定
　いただいた6つの事業種
　類に沿った活用を行って
　いくことにしています。

市からのお知らせ ― SHIMANTO CITY NEWS ―

H25

12,778,700円

856件

14,055,000円

1,278件

54,335,600円
4,643件

69,318,556円

5,198件

225,429,132円 13,375件

H26 H27 H28 H29

金額 件数

件数

720

856

1,278

4,643

5,198

13,375

26,070

金額（円）

17,359,290

12,778,700

14,055,000

54,335,600

69,318,556

225,429,132

393,276,278
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市
で
は
、老
朽
化
が
著
し
い「
文
化
セ

ン
タ
ー
」「
中
央
公
民
館
」「
働
く
婦
人
の

家
」の
３
施
設
を
複
合
化
し
、「
文
化
複
合

施
設
」と
し
て
整
備
す
る
計
画
を
進
め
て

い
ま
す
。
本
年
度
は
、複
合
施
設
の
整
備

計
画
や
管
理
運
営
等
に
関
す
る
基
本
的

な
方
針
を
取
り
ま
と
め
る「
基
本
計
画
」

の
策
定
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

　
　「
基
本
計
画
」の
策
定
に
あ
た
り
、市
民

の
皆
さ
ん
の
意
見
を
伺
う
場
と
し
て『
市

民
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
』を
開
催
し
ま
す
。

多
数
の
ご
参
加
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

▼
日
時
　
７
月
24
日（
火
）19
時
〜
21
時

▼
会
場

　
市
立
中
央
公
民
館
　
１
階
　
大
会
議
室

▼
内
容
・
テ
ー
マ

　
今
回
の
テ
ー
マ
は「
今
の
文
化
セ
ン
タ
ー

や
中
央
公
民
館
等
の
評
価
」と
し
て
、既

存
施
設
の
問
題
点
な
ど
に
つ
い
て
、グ

ル
ー
プ
に
分
か
れ
て
意
見
交
換
し
ま
す
。

▼
対
象

　
市
内
に
居
住
ま
た
は
通
勤
・
通
学
し
て
い

る
原
則
中
学
生
以
上
の
方

　（
未
成
年
の
方
は
、保
護
者
同
伴
で
ご
参

加
く
だ
さ
い
。）

▼
募
集
人
数

　
30
〜
40
名
程
度

　（
応
募
者
多
数
の
時
は
、選
考
審
査
を
行

う
場
合
が
あ
り
ま
す
。）

▼
参
加
料
　
無
料

▼
応
募
締
切

　
７
月
13
日（
金
）17
時
15
分
ま
で（
必
着
）

▼
応
募
方
法

　
参
加
申
込
書
に
必
要
事
項
を
記
入
し
て
、

持
参
・
郵
送
・
Ｆ
Ａ
Ｘ
・
Ｅ
メ
ー
ル
の
い
ず

れ
か
の
方
法
で
申
し
込
ん
で
く
だ
さ
い
。

　
参
加
申
込
書
は
、問
い
合
わ
せ
先
・
市
役

所
本
庁
１
階
受
付
に
て
配
布
す
る
ほ
か
、

市
公
式
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
も
ダ
ウ
ン

ロ
ー
ド
で
き
ま
す
。

▼
そ
の
他

　
市
民
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
は
、本
年
度
全
３

回
の
開
催
を
予
定
し
て
い
ま
す
。

　
第
２
回
目
は
９
月
中
旬
、第
３
回
目
は
11

月
初
旬
を
予
定
し
て
お
り
、そ
の
都
度
募

集
を
行
い
ま
す
。

【
問
い
合
わ
せ
・
申
込
先
】

　（
市
）企
画
広
報
課
　
文
化
複
合
施
設
整

備
推
進
室

　
〒
７
８
７-

０
０
１
２

　
四
万
十
市
右
山
五
月
町
８-

22

　
市
立
中
央
公
民
館
内

　
☎（
３
４
）１
５
０
１

　
F
A
X（
３
４
）１
５
０
２

　E
-m
a
il:

　b
u
n
k
a
fu
k
u
g
o
u
@
c
ity
.shim

a
n
to
.lg
.jp

ひ
と
が
集
い
、賑
わ
い
が
生
ま
れ
る
文
化
施
設
を
目
指
し
て

　市立小中学校では、今年度から夏季休業期間中に「学校閉庁日」を

設けることにしました。「学校閉庁日」は、日直等を置かずに、学校と

して対外的な業務を行わない日となります。

　これは、教職員の働き方改革の一つとして行うもので、日頃休み

が取りにくい教職員が、夏季休業中に代休や夏季特別休暇を取りや

すい期間を設けることで、心身ともにリフレッシュし、ゆとりを

もって子ども達と向き合う環境を構築するものです。

　皆様の、ご理解とご協力をいただきますようよろしくお願いしま

す。

■閉庁期間　8月9日（木）～ 15日（水）
　

【事故や災害等で緊急に連絡を要する場合の連絡先】　

　(市)教育委員会　学校教育課　☎（34）5445

夏季休業期間の
「学校閉庁日」設定のお知らせ

四
万
十
市
文
化
複
合
施
設
基
本
計
画
策
定
第
１
回
市
民
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
参
加
者
募
集
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本
市
で
は
、公
正
で
開
か
れ
た
市
政
の
実

現
を
図
る
こ
と
を
目
的
と
し
た
情
報
公
開

制
度
と
、市
民
の
個
人
情
報
の
保
護
を
目
的

と
し
た
個
人
情
報
保
護
制
度
を
運
用
し
て

い
ま
す
。

■
情
報
公
開
制
度
運
用
状
況

⑴
行
政
情
報
の
公
開
請
求
の
状
況（
平
成
29

　
年
４
月
１
日
か
ら
平
成
30
年
３
月
31
日

　
ま
で
に
受
理
し
た
請
求
）

　
請
求
件
数
１
１
１
件（
公
開
１
０
９
件
、

　
一
部
公
開
　
２
件
）

※

請
求
対
象
文
書
等
は
、市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

　[

行
政
情
報]
に
掲
載
し
て
い
ま
す
。

　
（http://w

w
w
.city.shim

anto.lg.jp/life/inform
ation/

　soum
u/unyoujyoukyou.htm

l
）

⑵
決
定
に
対
す
る
不
服
申
し
立
て
　
無
し

■
個
人
情
報
保
護
制
度
運
用
状
況

⑴
個
人
情
報
取
扱
業
務
の
登
録
状
況

　
登
録
件
数
２
５
５
件（
平
成
30
年
３
月
31

　
日
現
在
）

※

個
人
情
報
を
取
り
扱
う
業
務
を
新
た
に

　
開
始
す
る
と
き
に
は
、取
り
扱
う
個
人
情

　
報
の
内
容
、保
存
方
法
等
を
登
録
簿
に
登

　
載
す
る
こ
と
が
条
例
で
定
め
ら
れ
て
い

　
ま
す
。

⑵
保
有
個
人
情
報
の
開
示
請
求
　
３
件

⑶
保
有
個
人
情
報
の
開
示
請
求
の
特
例
の

　
状
況（
簡
易
開
示
の
種
類
お
よ
び
件
数
）

　
平
成
29
年
度
　
四
万
十
市
職
員
採
用
資

　
格
試
験
の
得
点
お
よ
び
順
位
　
23
件

⑷
保
有
個
人
情
報
の
訂
正
請
求
ま
た
は
適

　
正
処
理
の
申
出
　
無
し

⑸
保
有
個
人
情
報
の
開
示
請
求
ま
た
は
訂

　
正
請
求
手
続
に
お
け
る
不
服
申
立
て
　

　
無
し 

⑹
個
人
情
報
の
取
り
扱
い
に
関
す
る
苦
情

　
ま
た
は
相
談
　
無
し

【
問
い
合
わ
せ
先
】

　（
市
）総
務
課
　
行
政
管
理
係

　
☎(

３
４)

１
８
０
４

　
土
地
改
良
法
等
の
改
正
に
伴
い
、農
地
中

間
管
理
機
構
関
連
農
地
整
備
事
業
が
で
き

ま
し
た
。左
記
の
要
件
を
満
た
せ
ば
、農
業

者
の
費
用
負
担
を
伴
わ
ず
事
業
の
実
施
が

可
能
で
す
。

■
事
業
要
件
等

　
①
す
べ
て
の
事
業
を
実
施
す
る
農
用
地

　
を
農
地
中
間
管
理
機
構
へ
15
年
以
上
貸

　
し
付
け
る
こ
と
。

　
②
事
業
完
了
後
５
年
以
内
に
そ
の
農
地

　
の
８
割
以
上
を
担
い
手
に
集
団
化
す
る

　
こ
と
。

　
③
事
業
完
了
後
５
年
以
内
に
収
益
性
が

　
20
パ
ー
セ
ン
ト
以
上
向
上
す
る
こ
と
。

■
受
益
面
積（
中
山
間
地
域
）

　
事
業
を
実
施
す
る
農
用
地
の
面
積
の
合

　
計
が
、５
ha
以
上
。

　（
な
お
、一
つ
の
連
坦
化
し
た
農
地
の
面

　
積
は
、０
・
５
ha
以
上
）

■
事
業
実
施
主
体
　
高
知
県
等

【
問
い
合
わ
せ
先
】　

　（
本
庁
）農
林
水
産
課
　
農
業
土
木
係
　

　
☎(

３
４)

１
１
７
１

　（
総
合
支
所
）産
業
建
設
課
　
管
理
土
木
係

　
☎(

５
２)

１
１
１
１

新しい移住推進員を紹介します

　はじめまして。6月1日より四万十市移住推進員として委嘱されました、上岡千夏と申し

ます。

　宿毛市出身ですが、若い頃から趣味のカヌーやバイクで毎週のように四万十川沿いを行

き来しておりました。また、結婚して10年四万十市に住んでおりましたので、ご近所の

方々には移住者にも居心地の良い距離感で接して頂いた経験もあり、自然も人も懐の深い

四万十市に、沢山の移住希望者が地域に溶け込んで行けるよう、力を尽くしていきます。

　四万十市は移住希望者に対して、空き家の数が足りません。皆様の集落に空き家の提供

のお願いに上がりますので、その時はどうぞご協力の程、よろしくお願いいたします。

【移住に関する問い合わせ先】（市）企画広報課　移住推進員　☎（34）8866

四万十市役所では、「昼休み業務」および
「水曜日の業務時間延長」を実施（試行）しています
　これまで、お仕事などで市の業務時間内に来庁できなかった方
は、ぜひご利用ください。

試行期間　平成30年1月4日～12月28日
延長時間　平日の正午から13時まで
　　　　　毎週水曜日（祝日・年末年始を除く）の17時15分から19時まで
　　　　　※対応・業務は一部を除き、すべて行っています。
　　　　　　詳細は広報1月号をご覧ください。

【問い合わせ先】（市）総務課　行政管理係　☎（34）1804

新
し
い
ほ
場
整
備
事
業
が

で
き
ま
し
た

〜
担
い
手
へ
の
農
地
集
積
を
加
速
化
〜

平
成
29
年
度
情
報
公
開

制
度
お
よ
び
個
人
情
報

保
護
制
度
の
運
用
状
況

に
つ
い
て
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狩
猟
免
許
試
験
の
ご
案
内

剪
定
木
堆
肥
を
無
料
配
布

し
ま
す

　
シ
カ
や
イ
ノ
シ
シ
な
ど
の
被
害
に
お
困

り
の
皆
さ
ま
を
は
じ
め
、た
く
さ
ん
の
方
の

受
験
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

▼
試
験
日
時

　
８
月
11
日(

土)

10
時（
わ
な
猟
）

　
８
月
12
日(

日)

10
時

　（
第
一
種
銃
猟
・
第
二
種
銃
猟
）

▼
場
所
　
市
立
中
央
公
民
館

▼
受
験
料

　
初
心
者
　
５
２
０
０
円

　
一
部
免
除
者
　
３
９
０
０
円

▼
申
請
書
配
布
場
所

　（
県
）鳥
獣
対
策
課
、中
村
地
区
猟
友
会

▼
申
請
方
法

　
各
試
験
実
施
日
の
10
日
前
ま
で
に
持
参

　
ま
た
は
郵
送
で
必
着
の
こ
と
。

予
備
講
習
会

▼
日
時
　
８
月
５
日(

日)

９
時

　※

高
知
県
猟
友
会
主
催

　
☎
０
８
８（
８
５
６
）６
６
４
１

▼
場
所
　
市
立
中
央
公
民
館

▼
受
講
料
　
７
０
０
０
円

　狩
猟
免
許
取
得
予
備
講
習
料
を
補
助
し
ま
す

▼
対
象
者

　
本
年
度
、新
し
く
狩
猟
免
許
を
取
得
さ
れ

　
る
人
、猟
銃
の
所
持
許
可
を
取
得
さ
れ
る

　
人
で
、市
内
在
住
の
人(

市
内
に
お
い
て

　
有
害
鳥
獣
の
捕
獲
に
従
事
す
る
こ
と
を

　
確
約
す
る
書
類
の
提
出
が
必
要)

▼
補
助
内
容

　
一
般
社
団
法
人
高
知
県
猟
友
会
が
実
施

　
す
る
初
心
者
講
習
会
の
受
講
料

　（
狩
猟
免
許
試
験
合
格
者
７
０
０
０
円
以

　
内
／
人
）

射
撃
教
習
料
の
補
助
も
あ
り
ま
す

　
猟
銃
所
持
許
可
申
請
に
係
る
射
撃
教
習

　
の
受
講
料（
猟
銃
所
持
許
可
取
得
者
３
７

　
０
０
０
円
以
内
／
人
）

※

過
去
に
射
撃
教
習
を
受
講
し
て
い
な
い

　
人
が
対
象
で
す
。

　
詳
し
い
内
容
は
、(

県)

鳥
獣
対
策
課
の

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
掲
載
し
て
い
ま
す
。

　http://w
w
w
.pre
f.kochi.lg

.jp/soshiki/
　0

7
0
2
0
1
/

【
問
い
合
わ
せ
・
申
請
先
】

　（
県
）鳥
獣
対
策
課

　
☎
０
８
８(

８
２
３
）９
０
４
２

　（
市
）農
林
水
産
課

　
☎（
３
４
）１
１
１
８

　（
総
合
支
所
）産
業
建
設
課

　
☎（
５
２
）１
１
１
１

　
市
で
は
家
庭
や
公
共
施
設
か
ら
剪
定
木

や
刈
草
を
無
料
で
受
け
入
れ
、堆
肥
化
す
る

「
剪
定
木
等
堆
肥
化
事
業
」を
行
っ
て
い
ま

す
。
　
こ
の
事
業
は
、循
環
型
社
会
の
構
築
や
地

球
温
暖
化
防
止
対
策
の
一
環
と
し
て
行
っ

て
お
り
、緑
化
推
進
を
目
的
に
、家
庭
で
利

用
し
て
い
た
だ
け
る
方
に
、無
料
で
堆
肥
を

配
布
し
ま
す
。希
望
す
る
方
は
、左
記
を
ご

確
認
の
う
え
、電
話
に
て
お
申
し
込
み
く
だ

さ
い
。

　※

配
布
す
る
堆
肥
は
市
販
の
も
の
と
同

　
　
等
レ
ベ
ル
の
品
質
を
保
証
す
る
も
の

　
　
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。（
市
販
の
堆
肥
と

　
　
比
べ
目
が
粗
く
、２
〜
５
㎝
ほ
ど
の
小

　
　
枝
が
混
じ
っ
て
い
ま
す
。）

■
配
布
期
間

　
７
月
１
日
〜

　
な
く
な
り
次
第
終
了
し
ま
す
。

■
受
付
時
間
　
9
時
〜
16
時
30
分

■
配
布
場
所

　
剪
定
木
等
堆
肥
化
場

　（
古
津
賀
駅
か
ら
県
道
出
口
・
古
津
賀
線

　
を
約
１
・
２
㎞
先
右
側
、入
り
口
看
板
有

　
り
）

■
配
布
方
法

　
各
自
、配
布
場
所
ま
で
容
器(

袋
や
プ
ラ

　
ン
タ
ー
な
ど)

を
持
参
し
て
い
た
だ
け
れ

　
ば
、そ
の
中
に
堆
肥
を
積
み
込
み
ま
す
。

　※

積
み
込
み
は
10
ℓ
の
バ
ケ
ツ
で
行
い

　
　
ま
す
。　

■
配
布
量

　
１
人
最
大
50
ℓ (

バ
ケ
ツ
５
杯
分)

【
問
い
合
わ
せ
・
申
込
先
】

　(

公
財)

四
万
十
市
公
園
管
理
公
社

　
☎(

３
７)

０
６
０
８

せ

ん

て

い

ぼ

く

た

い

 

ひ

片江商店

入口（看板有）

剪定木堆肥化場

古津賀第2団地

←至 国道56号←至 国道56号
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　今回から順番に解説をしていきます。P1～P2をご覧ください。

　四万十市の3本の一級河川は、土地を育み、農・林・漁業を支え、そして人々の生活を支え、これまで多大な

恩恵をもたらしてくれました。しかし、同時に暴れる姿も見せています。家屋や土地の浸水や流出、土砂崩れ

等、私たちはさまざまな風水害を経験してきています。また、一定の期間をおいて必ず起こる南海トラフ地

震も大きな被害を残しています。

　こうした、さまざまな自然災害を経験し、また、予測されるなか、市民の皆さんに「事前の備えに役立てて

いただくために」、平時にできる「公助」として、このハザードマップを作成しました。四万十市が進める防災

対策の今できる「公助」のひとつとなります。

　発災直後、市や消防など行政の「公助」による救援活動は、すぐに、すべての場所に届くとは限りません。自

らを助ける「自助」、となり近所や地域で助け合う「共助」の意識をこれまで以上に高めていただきたく、この

ページを作成しました。

　災害時に少しでも被害を軽減するために、

今できる「自助」・「共助」・「公助」、これらをそ

ろえて、減災に繋げていきましょう。

　まずは「あなたが無事」でいることが重要

です（自助）。「あなたが無事」でいられれば、

「あなた」は必ずほかの誰かを助けることが

できます（共助）。「あなた」が助かれば助かる命があるかもしれないのです。

　ハザードマップの見方や活用方法などに関する出前講座を行っています。

　地区や団体、職場等で学習会の開催を希望する場合は、お気軽にお問い合わせ下さい。

【問い合わせ先】（市）地震防災課　☎（35）2044　E-mai l：bousa i@c ity .sh imanto . lg . jp

ハザードマップを見てみよう （第2回）

P1 P2

　
５
月
15
日
、「
四
万
十
カ
ヌ
ー
と
キ
ャ
ン

プ
の
里
か
わ
ら
っ
こ
」に
お
い
て
、市
、幡
多

中
央
消
防
組
合
、幡
多
ド
ロ
ー
ン
防
災
協
会

（
谷
口
雄
司 

会
長
）の
３
者
で「
災
害
時
等

に
お
け
る
無
人
航
空
機
の
運
用
に
関
す
る

協
定
」を
締
結
し
ま
し
た
。

　
ド
ロ
ー
ン
に
よ
る
空
撮
は
、ヘ
リ
コ
プ

タ
ー
な
ど
と
比
較
し
て
迅
速
な
情
報
収
集

が
可
能
と
な
る
こ
と
か
ら
、市
、消
防
と
も

に
新
し
い
情
報
収
集
ツ
ー
ル
と
し
て
の
可

能
性
を
模
索
し
て
い
ま
し
た
。こ
う
し
た
な

か
、同
協
会
か
ら「
市
の
防
災
に
可
能
な
限

り
協
力
し
て
い
き
た
い
」と
の
申
し
出
を
受

け
て
、協
定
を
結
ぶ
運
び
と
な
り
ま
し
た
。

　
水
難
事
故
、近
い
将
来
確
実
に
起
こ
る
南

海
ト
ラ
フ
地
震
や
台
風
等
の
大
雨
に
よ
る

土
砂
災
害
、道
路
寸
断
に
伴
う
集
落
の
孤
立

や
住
宅
の
被
害
。こ
う
し
た
場
合
に
、災
害

現
場
の
写
真
は
も
と
よ
り
、孤
立
し
た
集
落

全
体
や
一
部
の
様
子
が
ド
ロ
ー
ン
に
よ
り

撮
影
で
き
る
、と
り
わ
け
動
画
で
撮
影
で
き

る
こ
と
は
、地
域
の
皆
さ
ん
の
安
否
や
被
災

箇
所
の
状
況
を
素
早
く
把
握
す
る
こ
と
に

つ
な
が
り
、そ
れ
ぞ
れ
の
ニ
ー
ズ
に
合
っ
た

公
助
が
行
え
る
と
考
え
て
い
ま
す
。

　
ま
た
、協
定
締
結
後
は
、か
わ
ら
っ
こ
前

の
四
万
十
川
の
河
原
で
、同
協
会
と
消
防
に

よ
る
訓
練
も
行
わ
れ
ま
し
た
。当
日
、職
場

体
験
に
来
て
い
た
中
村
中
学
校
の
生
徒
た

ち
も
参
加
し
、興
味
深
く
訓
練
の
様
子
を
見

守
っ
て
い
ま
し
た
。

　
今
後
は
、市
、消
防
と
も
、こ
の
協
定
を
早

期
情
報
収
集
、公
助
の
展
開
へ
と
活
か
し
て

い
く
よ
う
取
り
組
ん
で
い
き
ま
す
。

調印式

訓練の様子

　広報6月号P10に掲載しました「『東

中筋中学校避難路の管理業務および

使用に関する協定』を締結しました」

の記事中、お名前に誤りがありまし

た。お詫びして訂正します。

誤　中島秀樹さん
正　中島茂樹さん

お詫びと訂正

「
災
害
時
等
に
お
け
る
無

人
航
空
機
の
運
用
に
関

す
る
協
定
」を
締
結
し
ま

し
た
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第1期は7月31日となっています。納期限内に忘れずに納めましょう

国民健康保険税について～平成30年度の納税通知書を7月上旬に発送します～
　国民健康保険制度は、万一の病気やケガのとき、安心して医療を受けられるようにするための助け合いの制度
です。加入者皆さんの納める国保税によって支えられています｡
　平成30年度の納期限は次のとおりです｡

■国保税の軽減制度
　国保税には、世帯主および国保加入者等の前年中の所得により、均等割額と平等割額について7割、5割、2割の
軽減措置があります。軽減を受けるためには所得の申告が必要です。必ず申告してください。

■国保の加入・脱退について
　職場の健康保険をやめたにもかかわらず、国保への加入届をしないでいると、国保資格を得た年月まで遡り、
まとめて国保税を納めなければならなくなります。また、新しく他の健康保険に加入した場合も、国保の脱退届
をしないと、二重に保険税を納めることになってしまいます。転入、転出や他の健康保険への加入、脱退等、国保
資格に変更があったときは、必ず14日以内に届出をしてください。

■納税相談について
　災害または疾病等の特別な事情による所得の減少等で生活が著しく困窮し、国保税の納付が困難な場合は、分
割納付や減免の制度があります。減免は、納期限7日前までの申請が必要です｡早めに納税相談においでください｡

【問い合わせ先】
　（本　　庁）　〔課税について〕税務課　市民税係　☎(34)1112　〔納税について〕収納対策課　☎(35)5552
　　　　　　　〔資格について〕市民・人権課　国保係　☎(34)1114
　（総合支所）　西土佐住民分室　☎(52)1111

第１期

7月31日

第２期

8月31日

第３期

10月1日

第４期

10月31日

第５期

11月30日

第６期

12月25日

第７期

1月31日

第８期

2月28日
年金支給月

普通徴収 特別徴収

　
四
万
十
市
国
民
健
康
保
険(

国
保)

で
は
、

今
後
取
り
組
む
べ
き
対
策
や
保
健
事
業
を

示
し
た
デ
ー
タ
ヘ
ル
ス
計
画(

平
成
30
年
度

〜
34
年
度)

を
策
定
し
ま
し
た
。

デ
ー
タ
ヘ
ル
ス
計
画
が
め
ざ
す
も
の

■
効
果
的
な
保
健
事
業
を
可
能
に

　
健
診
デ
ー
タ
や
レ
セ
プ
ト(

診
療
報
酬
明

　
細
書)

デ
ー
タ
の
情
報
を
分
析
・
活
用
し
、

　
加
入
者
の
皆
さ
ん
の
疾
病
予
防
や
健
康

　
づ
く
り
を
効
率
的
・
効
果
的
に
行
い
ま
す
。

■
治
療
か
ら
予
防
へ

　
病
気
に
な
ら
な
い
よ
う
に
、ま
た
病
気
に

　
な
っ
て
も
重
症
化
し
な
い
よ
う
に
生
活

　
習
慣
の
改
善
を
促
し
ま
す
。こ
れ
に
よ
り
、

　
増
加
し
続
け
る
医
療
費
の
伸
び
を
穏
や

　
か
に
し
ま
す
。

■
健
康
寿
命
を
延
ば
す

　
平
均
寿
命
と
健
康
寿
命
の
差
は
約
10
年
。

　
寝
た
き
り
や
不
健
康
な
状
態
と
な
る
期

　
間
を
短
く
し
、元
気
で
い
き
い
き
と
暮
ら

　
せ
る
ま
ち
に
す
る
こ
と
を
め
ざ
し
ま
す
。

デ
ー
タ
を
分
析
し
て
わ
か
っ
た
生
活
習
慣

病
予
防
の
必
要
性

　
医
療
費(

入
院+

外
来)

別
疾
病
で
は
、高

血
圧
疾
患(

４
・
７
%)

や
、
糖
尿
病(

５
・
０

%)

、脂
質
異
常
症(

２
・
５
%)

な
ど
の
生
活

習
慣
病※

と
、そ
れ
ら
の
疾
患
が
重
症
化
し

四
万
十
市
国
民
健
康
保
険
第
２
期
デ
ー
タ
ヘ
ル
ス
計
画

を
策
定
し
ま
し
た

た
慢
性
腎
不
全(

３
・
３
%) (

透
析
あ
り)

と

脳
出
血
、
脳
梗
塞(

１
・
７
%)

が
上
位
を
占

め
て
い
ま
す
。

　
ま
た
、人
工
透
析
患
者
の
約
半
数
が
糖
尿

病
有
病
患
者
で
あ
る
こ
と
か
ら
も
、生
活
習

慣
病
の
重
症
化
が
高
額
医
療
や
、長
期
入
院

に
至
る
要
因
と
考
え
ら
れ
ま
す
。

　
40
歳
代
後
半
か
ら
生
活
習
慣
病
に
起
因

す
る
疾
病
が
増
加
し
始
め
る
こ
と
か
ら
、40

歳
代
か
ら
の
生
活
習
慣
の
改
善
と
予
防
対

策
が
必
要
で
す
。

　
こ
れ
ら
の
対
策
と
し
て
、各
種
保
健
事
業

を
実
施
し
、毎
年
評
価
を
行
い
ま
す
。

　※

生
活
習
慣
病
と
は
、生
活
習
慣
の
積
み

　
　
重
ね
が
原
因
と
な
っ
て
発
症
す
る
病

　
　
気
の
総
称
で
す
。

　
四
万
十
市
国
民
健
康
保
険
第
２
期
デ
ー

タ
ヘ
ル
ス
計
画
は
、市
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で

ご
覧
に
な
れ
ま
す
。

【
問
い
合
わ
せ
先
】

　(

本
庁)

市
民
・
人
権
課
　
国
保
係

　
☎(

３
４)

１
１
１
４

　(

総
合
支
所)

西
土
佐
住
民
分
室

　
☎(

５
２)

１
１
１
１
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決
定
通
知
書
は
７
月
13
日（
金
）の
発
送
予

定
で
す

■
保
険
料
の
計
算
方
法

　
保
険
料
は
一
律
に
負
担
し
て
い
た
だ
く

　「
均
等
割
額
」と
、所
得
に
応
じ
て
負
担
し

　
て
い
た
だ
く「
所
得
割
額
」を
合
計
し
て

　
被
保
険
者
個
人
ご
と
に
算
出
し
ま
す
。

　
○
総
所
得
金
額
等
と
は
総
所
得
金
額（
公

　
　
的
年
金
等
控
除
な
ど
を
差
し
引
い
た

　
　
額
）と
山
林
所
得
、土
地
建
物
の
譲
渡

　
　
所
得
等
の
分
離
課
税
所
得
の
合
計
で

　
　
す
。

　
○
所
得
の
低
い
人
や
被
用
者
保
険
の
被

　
　
扶
養
者
で
あ
っ
た
人
は
均
等
割
額
が

　
　
軽
減
さ
れ
ま
す
。

■
保
険
料
が
平
成
30
年
４
月
よ
り
一
部
変

　
更
と
な
り
ま
す
。

 

①
所
得
割
額

　
平
成
29
年
度
ま
で
は
前
年
中
の
総
所
得

　
金
額
等
か
ら
33
万
円
を
引
い
た
額
が
58

　
万
円
以
下
の
場
合
、所
得
割
額
が
２
割
軽

　
減
さ
れ
て
い
ま
し
た
が
、平
成
30
年
度
よ

　
り
軽
減
な
し
と
な
り
ま
す
。

　

 

②
均
等
割
額

　
後
期
高
齢
者
医
療
保
険
に
加
入
す
る
日

　
に
、ご
家
族
の
会
社
の
健
康
保
険
な
ど
の

　
被
扶
養
者
だ
っ
た
方
が
対
象
で
す
。

　
平
成
29
年
度
ま
で
は
均
等
割
額
が
特
例

　
に
よ
り
７
割
軽
減
さ
れ
て
い
ま
し
た
が

　
平
成
30
年
度
よ
り
５
割
軽
減
と
な
り
ま

　
す
。

※

た
だ
し
、元
被
扶
養
者
で
あ
っ
て
も
、世

　
帯
の
所
得
が
低
い
方
は
９
割
も
し
く
は

　
８
・
５
割
の
軽
減
が
適
用
と
な
り
ま
す
。

■
保
険
料
の
納
付

【
特
別
徴
収
】（
年
金
天
引
き
）

　
原
則
と
し
て
、年
額
18
万
円
以
上
の
年
金

　
受
給
者
は
年
金
か
ら
天
引
き
さ
れ
ま
す
。

　
た
だ
し
、介
護
保
険
料
と
合
わ
せ
た
保
険

　
料
額
が
、年
金
額
の
1
／
2
を
超
え
る
場

　
合
は
普
通
徴
収
と
な
り
ま
す
。

【
普
通
徴
収
】

　
特
別
徴
収
の
対
象
と
な
ら
な
い
人
は
、納

　
付
書
ま
た
は
口
座
振
替
に
よ
り
市
へ
納

　
付
し
て
い
た
だ
き
ま
す
。

◎
納
付
方
法
を「
年
金
天
引
き
」か
ら「
口
座

　
振
替
」に
変
更
す
る
こ
と
も
で
き
ま
す
。

　
口
座
振
替
に
変
更
す
る
場
合
は
、事
前
に

　
申
請
手
続
き
が
必
要
で
す
の
で
、市
役
所

　
ま
で
ご
連
絡
下
さ
い
。手
続
き
の
時
期
に

　
よ
り
、年
金
天
引
き
を
中
止
す
る
時
期
が

　
異
な
り
ま
す
。

■
保
険
料
の
減
免

　
災
害
や
病
気
ま
た
は
失
業
等
で
生
活
が

　
著
し
く
困
窮
す
る
な
ど
の
事
情
に
よ
り
、

　
保
険
料
の
納
付
が
困
難
な
と
き
は
、申
請

　
に
よ
り
保
険
料
が
減
免
さ
れ
る
こ
と
が

　
あ
り
ま
す
。納
期
限
７
日
前
ま
で
に
申
請

　
書
の
提
出
が
必
要
で
す
。

保
険
証
の
更
新

　
後
期
高
齢
者
医
療
制
度
に
加
入
し
て
い

　
る
人
が
医
療
機
関
の
窓
口
で
負
担
す
る

　
割
合（
１
割
ま
た
は
３
割
）に
つ
い
て
は
、

　
毎
年
前
年
中
の
所
得
に
よ
り
、再
判
定
を

　
行
い
ま
す
。

　
現
在
使
わ
れ
て
い
る
保
険
証
の
有
効
期

　
限
は
、７
月
31
日
で
す
。
８
月
１
日
か
ら

　
使
え
る
新
し
い
保
険
証
は
、７
月
下
旬
に

　
郵
送
し
ま
す
。

【
問
い
合
わ
せ
先
】

　（
本
庁
）市
民
・
人
権
課
　
国
保
係

　
☎(

３
４)

１
１
１
４

　（
総
合
支
所
）西
土
佐
住
民
分
室

　
☎(

５
２)

１
１
１
１

平
成
30
年
度
後
期
高
齢
者

医
療
保
険
料
に
つ
い
て

年間保険料

（上限62万円）

＝

均等割額　5万4,394円

+

所得割額

（前年中の総所得金額等－33万円）

×

11.42％

所得割 （平成29年度） （平成30年度）

2割軽減

本来納めて
いただく
所得割額
（10割）

納付額
（10割）納付額（8割）

均等割 （平成29年度） （平成30年度）

5割軽減

7割軽減本来納めて
いただく
均等割額
（10割）

納付額（3割）

納付額（5割）

　
人
権
擁
護
委
員
は
、地
域
住
民
の
人
権
を

擁
護
す
る
た
め
、さ
ま
ざ
ま
な
ご
相
談
を
お

受
け
し
た
り
、人
権
教
室
や
講
演
会
等
の
活

動
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　
次
の
方
々
は
、平
成
30
年
４
月
１
日
現
在

の
市
内
の
人
権
擁
護
委
員
、「
あ
な
た
の
街

の
相
談
パ
ー
ト
ナ
ー
」で
す
。お
気
軽
に
ご

相
談
く
だ
さ
い
。

【
問
い
合
わ
せ
先
】　

　
高
知
地
方
法
務
局
人
権
擁
護
課

　
☎
０
８
８(

８
２
２)

３
５
０
３

人
権
擁
護
委
員

「
街
の
相
談
パ
ー
ト
ナ
ー
」

氏
　
名

伊
与
田
良
子

岡
本
　
伸
二

竹
田
　
元
久

遠
近
　
哲
代

遠
近
　
準
二

助
村
　
通
俊

芝
　
　
雅
人

中村地域

氏
　
名

岡
林
　
武
範

坂
本
名
賀
子

西土佐地域
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市
民
の
み
な
さ
ん
の
基
本
的
人
権
を
守

る
た
め
に
真
の
連
帯
を
深
め
、そ
の
手
法
・

内
容
に
つ
い
て
学
び
あ
い
、共
通
の
認
識
の

も
と
、課
題
解
決
に
向
け
て
活
動
し
ま
し
ょ

う
。
　
多
数
の
み
な
さ
ん
の
参
加
を
お
待
ち
し

て
い
ま
す
。

■
研
究
テ
ー
マ
　

　
差
別
の
現
実
か
ら
深
く
学
び
、生
活
を
高

　
め
、未
来
を
保
障
す
る
教
育
を
確
立
し
よ

　
う
。

　
人
権
課
題
の
解
決
に
向
け
て
取
り
組
む

　
教
育
を
全
市
民
と
と
も
に
創
造
し
よ
う
。

■
講
演

　「
家
庭
児
童
相
談
室
で
出
会
っ
た
子
ど
も

　
た
ち
」

－

わ
た
し
は
変
な
子
で
す
か
？

－

　
香
渡
　
清
則
さ
ん（
広
島
県
竹
原
市
家
庭

　
児
童
相
談
室
）

■
参
加
料
　
無
料

■
主
催
　
四
万
十
市
・
四
万
十
市
教
育
委
員
会

■
共
催

　
四
万
十
市
中
村
地
区
人
権
教
育
研
究
協

　
議
会

　
四
万
十
市
西
土
佐
地
区
人
権
教
育
研
究

　
協
議
会

【
問
い
合
わ
せ
先
】 

　(

市)

教
育
委
員
会
　
生
涯
学
習
課

　
☎(

３
４)

６
２
９
９

平
成
30
年
度 

四
万
十
市
人
権
教
育
研
究
大
会

「
四
万
十
市
人
権
問
題
啓
発
研
修
会
・
地
区
別
人
権
教
室
支
援
事

業
」の
お
知
ら
せ
と「
四
万
十
市
人
権
教
育
・
啓
発
講
師
」の
紹
介

■日　時　7月25日（水）　9時30分～16時40分

■分科会

時　間

内　容

会　場

9：00～9：30

受　付

9：30～10：00

開会行事

10：00～11：40

講演

11：40～13：20

昼食・移動

13：20～16：40

分科会・閉会

市立文化センター
市立中村中学校市立文化センター

※駐車場：中村小学校校庭・市立中村中学校校庭・旧JT中村営業所跡地（市民病院北側）
　　　　 （お車にはできるだけ乗り合わせてご参加ください）

分科会

テーマ

発表者（校）

第1分科会

人権確立をめざ

す教育の創造

中村南小学校・川登小学校・東中筋小学校・竹島小学校・中筋中学校・八束中学校・蕨岡中学校・後川

中学校・もみじ保育所・児童養護施設若草園

第2分科会

学校と地域におけ

る子どもの自主的

活動（発表校なし）

第3分科会

進路・学力保障

第4分科会

人権確立をめざす

地域の教育力と文

化創造（発表校なし）

第5分科会

生活課題と学習・

啓発活動

　
市
で
は
、地
域
や
企
業
等
で
、人
権
学
習

会
を
す
る
時
の
講
師
紹
介
や
謝
金
の
助
成

を
行
っ
て
い
ま
す
。

　
今
日
に
お
い
て
な
お
存
在
す
る
不
当
な

差
別
や
人
権
侵
害
な
ど
の
人
権
問
題（
こ
ど

も
・
女
性
・
高
齢
者
・
同
和
問
題
・
障
害
者
・
Ｈ

Ｉ
Ｖ
感
染
者
等
・
外
国
人
・
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ

ト
に
よ
る
人
権
侵
害
・
災
害
と
人
権
・
犯
罪

被
害
者
の
人
権
な
ど
）に
つ
い
て
皆
さ
ん
に

学
習
し
て
い
た
だ
き
、「
認
め
合
い
、支
え
合

う
、優
し
さ
あ
ふ
れ
る
ま
ち
づ
く
り
」の
実

現
を
め
ざ
す
も
の
で
す
。

　
市
民
一
人
ひ
と
り
が
お
互
い
身
近
な
人

権
課
題
を
正
し
く
理
解
し
解
決
し
て
、心
明

る
く
幸
せ
な
家
庭
生
活
と
地
域
社
会
が
築

か
れ
、「
人
と
人
が
支
え
合
う
地
域
」が
実
現

さ
れ
る
よ
う
に
、あ
な
た
の
地
区
や
企
業
で

も
人
権
学
習
会
を
し
ま
せ
ん
か
。

■
支
援
の
内
容

　
①
四
万
十
市
人
権
教
育
・
啓
発
登
録
講
師

　
　
を
紹
介
し
ま
す
。

　
②
四
万
十
市
講
師
等
謝
金
の
取
り
扱
い

　
　
に
よ
っ
て
、講
師
謝
金
を
助
成
し
ま
す
。

　
③
人
権
啓
発
用
ビ
デ
オ
等
の
貸
し
出
し
。

■
学
習
会
の
内
容

　
講
演
会
、人
権
コ
ン
サ
ー
ト（
弾
き
語
り
）、

　
お
話
し
や
ビ
デ
オ
鑑
賞
な
ど
人
権
に
係

　
る
学
習
で
す
。

■
人
権
問
題
啓
発
研
修
会

　
対
象
者

：

企
業
・
各
種
団
体

　
主
催

：「
企
業
等
」ま
た
は

「
企
業
等
・
四
万
十
市
」

■
地
区
別
人
権
教
室

　
対
象
地
区

：

四
万
十
市
全
地
区

　
主
催

：「
開
催
地
区
」ま
た
は

「
開
催
地
区
・
四
万
十
市
」

　
開
催
時
間

：

９
時
〜
20
時
30
分（
原
則
）

　
当
該
区
民
・
住
民
の
協
力
の
も
と
に
集
会

　
所
等
に
て
実
施
す
る
も
の
で
す
。

　※

申
請
方
法
や
実
施
期
間
な
ど
詳
細
な

　
　
事
に
つ
き
ま
し
て
は
、お
問
い
合
わ
せ

　
　
く
だ
さ
い
。

【
問
い
合
わ
せ
先
】

　（
市
）市
民
・
人
権
課

　
人
権
啓
発
セ
ン
タ
ー

　
☎（
３
４
）５
７
５
１（
F
A
X
共
通
）

「四万十市人権教育・啓発講師」紹介

氏
　
名

テ
ー
マ

田
　
小
嬌

稲
田
充
宏

岸
本
知
直

高
橋
大
輔

大
高
達
人

今
城
久
枝

山
本
　
衞

外
国
人
の
人
権

人
権
全
般

人
権
全
般

人
権
全
般

男
女
共
同
参
画
他

高
齢
者
他

人
権
全
般
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《
介
護
保
険
負
担
限
度
額
認
定
証
に
つ
い
て
》

〜
介
護
保
険
施
設
入
所
時
の
食
事
代
と
居
住
費
の
軽
減
制
度
〜

　
介
護
保
険
施
設（
特
別
養
護
老
人
ホ
ー

ム
・
老
人
保
健
施
設
・
介
護
療
養
病
床
・
介
護

医
療
院
等
）に
入
所
さ
れ
る
方（
シ
ョ
ー
ト

ス
テ
イ
を
含
む
）の
食
費
・
居
住
費（
滞
在

費
）に
つ
い
て
は
所
定
の
費
用
の
負
担
が
原

則
で
す
が
、低
所
得
者
の
方
に
つ
い
て
は
負

担
軽
減
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　
左
記
の
１
と
２
ど
ち
ら
の
要
件
に
も
該

当
さ
れ
る
方
は
市
に
申
請
し
、「
介
護
保
険

負
担
限
度
額
認
定
証
」の
交
付
を
受
け
、ご

利
用
さ
れ
る
施
設
へ
提
示
し
て
く
だ
さ
い
。

　
１
所
得
要
件

　
　
非
課
税
世
帯
の
方(

世
帯
を
分
離
し
て

　
　
い
る
配
偶
者
を
含
む
。)

　
２
資
産
要
件

　
　「
預
貯
金
等
」が
単
身
で
１
０
０
０
万

　
　
円
以
下
、夫
婦
で
２
０
０
０
万
円
以
下

　
　
の
方

平
成
30
年
度
介
護
保
険
負
担
限
度
額
認
定

証
の
申
請
に
つ
い
て

■
申
請
受
付
　
６
月
25
日（
月
）〜
随
時

■
有
効
期
間

　
８
月
１
日
〜
平
成
31
年
７
月
31
日

　※

随
時
受
付
分
は
、申
請
し
た
月
の
初
日

　
　
か
ら
有
効
と
な
り
ま
す
。

■
申
請
の
と
き
に
必
要
な
も
の

　
・
本
人
と
配
偶
者
の
印
鑑（
認
印
）

　
＊
代
筆
の
場
合
は
、代
筆
者
の
印
鑑
も
必

　
　
要
で
す
。

　
・
本
人
と
配
偶
者
の
預
貯
金
等
、資
産
に

　 

関
す
る
資
料
の
写
し(

通
帳
の
写
し
等)

　
＊
通
帳
を
コ
ピ
ー
す
る
部
分（
金
融
機
関

　
　
名
・
支
店
名
・
口
座
番
号
・
口
座
名
義
人

　
　
が
分
か
る
部
分
、申
請
日
よ
り
２
か
月

　
　
以
内
に
記
帳
さ
れ
た
最
終
残
高
の
部

　
　
分
）

※

介
護
保
険
負
担
限
度
額
認
定
証
の
有
効

　
期
間
は
、毎
年
７
月
31
日
ま
で
と
な
っ
て

　
い
ま
す
。８
月
１
日
以
降
も
引
き
続
き
負

　
担
軽
減
の
適
用
を
受
け
る
場
合
は
更
新

　
申
請
が
必
要
と
な
り
ま
す
。

【
問
い
合
わ
せ
・
申
請
先
】

　（
本
庁
）高
齢
者
支
援
課
　
介
護
保
険
係

　
☎(

３
４)

１
１
６
５

　（
総
合
支
所
）保
健
課
　
保
健
係
　
　
　

　
☎(

５
２)

１
１
３
２

①
市
内
事
業
所
さ
ま
へ
の
お
願
い

　
高
知
県
で
は
、高
知
労
働
局
と
連
携
し
、

新
規
高
等
学
校
卒
業
予
定
者（
以
下
、新
高

卒
予
定
者
）の
就
職
支
援
を
積
極
的
に
行
っ

て
い
ま
す
。

　
新
高
卒
予
定
者
を
採
用
予
定
の
事
業
所

に
お
か
れ
ま
し
て
は
、こ
れ
か
ら
の
本
県
を

支
え
、担
う
こ
と
が
期
待
さ
れ
る
若
者
が
一

人
で
も
多
く
地
元
で
働
く
こ
と
が
出
来
る

よ
う
、で
き
る
だ
け
早
い
時
期
に
ハ
ロ
ー

ワ
ー
ク
へ
求
人
票
を
提
出（
６
月
１
日
か
ら

受
付
開
始
）い
た
だ
き
ま
す
よ
う
ご
協
力
を

お
願
い
し
ま
す
。

　
ま
た
、新
高
卒
予
定
者
に
県
内
企
業
を

知
っ
て
も
ら
い
、県
内
で
働
く
こ
と
の
魅
力

を
伝
え
る
た
め
の
取
り
組
み
へ
の
ご
協
力
、

併
せ
て
、若
年
人
材
の
確
保
・
定
着
の
た
め

の
労
働
環
境
整
備
へ
の
取
り
組
み
を
お
願

い
し
ま
す
。

②
高
知
県
中
小
企
業
耐
震
診
断
等
支
援
事

　
業
費
補
助
金
の
ご
案
内

　
高
知
県
で
は
、南
海
ト
ラ
フ
地
震
対
策
と

し
て
、県
内
中
小
企
業
者
が
行
う
耐
震
診
断

や
耐
震
設
計
な
ど
の
費
用
を
一
部
助
成
す

る
補
助
制
度
を
設
け
て
い
ま
す
。

▼
対
象
者

　
県
内
で
製
造
業
を
営
む
中
小
企
業
者
で

　
あ
っ
て
、Ｂ
Ｃ
Ｐ
を
策
定
し
て
い
る
者

▼
対
象
事
業

　
耐
震
診
断
、耐
震
設
計(

建
替
設
計
を
含
む)

▼
対
象
建
築
物

　
事
務
所
・
工
場
等
で
昭
和
56
年
５
月
31
日

　
以
前
に
建
築
さ
れ
た
建
築
物
で
あ
る
こ
と

▼
補
助
率（
補
助
限
度
額
）

　
耐
震
診
断

：

２
／
３
以
内（
１
３
３
・
３
万

　
円
）

　
耐
震
設
計

：

２
／
３
以
内（
２
０
０
万
円
）

▼
補
助
要
件

　
耐
震
診
断
お
よ
び
耐
震
設
計
の
内
容
に
関

　
し
、四
国
耐
震
診
断
評
定
委
員
会
等
の
評
定

　
を
受
け
、適
切
と
評
価
を
受
け
る
こ
と
等

【
①
②
の
問
い
合
わ
せ
先
】

　
高
知
県
商
工
労
働
部
商
工
政
策
課

　
事
業
推
進
担
当

　
☎
０
８
８（
８
２
３
）９
６
９
２

テ
ナ
ガ
エ
ビ
類
の
保
護
に
つ
い
て

　
県
内
の
河
川
な
ど
の
内
水
面
で
は
、資
源

の
減
少
が
心
配
さ
れ
て
い
る
テ
ナ
ガ
エ
ビ

類
を
保
護
す
る
た
め
、本
年
９
月
１
日
か
ら

平
成
31
年
３
月
31
日
ま
で
の
間
、高
知
県
内

水
面
漁
場
管
理
委
員
会
指
示
に
よ
り
テ
ナ

ガ
エ
ビ
類
の
採
捕
が
禁
止
と
な
り
ま
す
。

　
テ
ナ
ガ
エ
ビ
類
の
資
源
回
復
に
向
け
て
、

ご
理
解
、ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

【
問
い
合
わ
せ
先
】

　
高
知
県
漁
業
管
理
課

　
（
高
知
県
内
水
面
漁
場
管
理
委
員
会
事
務
局
）

　
☎
０
８
８（
８
２
１
）４
６
０
８
　

　
F
A
X
０
８
８（
８
２
１
）４
５
２
７

高
知
県
か
ら
の
お
知
ら
せ
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保
険
料
の
免
除
制
度
が
あ
り
ま
す
！

　
７
月
よ
り
、平
成
30
年
度
の
国
民
年
金
保
険
料
申
請
免
除
の
受
付
が
始
ま
り

ま
す
。

　
申
請
免
除
と
は
、所
得
が
少
な
い
と
き
や
失
業
・
退
職
等
に
よ
る
経
済
的
な

理
由
に
よ
り
、保
険
料
を
納
め
る
こ
と
が
で
き
な
い
場
合
に
、申
請
し
て
承
認

さ
れ
る
と
、保
険
料
の
納
付
が
免
除
若
し
く
は
猶
予
さ
れ
る
制
度
で
す
。

①
免
除（
全
額
免
除
・
一
部
免
除
）

　
本
人
、配
偶
者
、世
帯
主
そ
れ
ぞ
れ
の
前
年
所
得
が
一
定
額
以
下
の
場
合
や
、

失
業
・
退
職
等
の
事
由
が
あ
る
場
合
に
、保
険
料
の
全
額
ま
た
は
一
部
が
免
除

と
な
り
ま
す
。

　
た
だ
し
、一
部
免
除
の
場
合
は
免
除
非
該
当
分
の
納
付
が
無
い
と
免
除
の
扱

い
と
な
り
ま
せ
ん
の
で
、ご
注
意
く
だ
さ
い
。

②
納
付
猶
予

　
50
歳
未
満
の
方
で
、本
人
、配
偶
者
そ
れ
ぞ
れ
の
前
年
所
得
が
一
定
額
以
下

の
場
合
に
、納
付
が
猶
予
さ
れ
ま
す
。

　※

付
加
年
金
ま
た
は
国
民
年
金
基
金
に
加
入
中
の
場
合
、免
除
等
が
承
認
さ

　
　
れ
る
と
脱
退
と
な
り
ま
す
。

　※

過
去
２
年
間
ま
で
な
ら
、遡
っ
て
の
申
請
も
可
能
で
す
。

免
除
申
請
に
必
要
な
も
の

　
年
金
手
帳
、印
鑑
、失
業
・
退
職
等
に
よ
る
申
請
の
場
合
は
離
職
票
ま
た
は
雇

用
保
険
受
給
資
格
者
証(

公
務
員
の
場
合
は
辞
令
書)

な
ど
。

　
申
請
書
は
、市
役
所
、西
土
佐
総
合
支
所
、幡
多
年
金
事
務
所
の
各
窓
口
に
ご

用
意
し
て
い
る
ほ
か
、日
本
年
金
機
構
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ（h

t
t
p
:/
/
w
w
w
.

n
e
n
k
in
.g
o
.jp
/

）か
ら
印
刷
す
る
こ
と
も
で
き
ま
す
。

【
問
い
合
わ
せ
先
】

　
幡
多
年
金
事
務
所（
中
村
東
町
２
丁
目
４
ー
10
）　
☎（
３
４
）１
６
１
６

　（
本
庁
）市
民
・
人
権
課
　
市
民
係
　
☎（
３
４
）１
１
１
３

　（
総
合
支
所
）西
土
佐
住
民
分
室
　
☎（
５
２
）１
１
１
１

　5月23日（水）、四国西南地区7市6町1村の首長、議長が一堂に会し、第29回

四国西南サミットが開催されました。四国西南地域全体の活性化とさらなる

社会基盤の促進を目的とするもので、政策・観光・防災の各部会において合同

で取り組みも行われています。当日は、各市町村から地方創生に関する取り

組みについての発表があり、地域が抱える問題や課題に対して情報を共有し、

今後に向けて意見交換が行われました。

第29回四国西南サミット（土佐清水市）

５
月
15
日
　
災
害
時
ド
ロ
ー
ン
運
用
に
関
す
る
協
定
調
印
式

　
　
　
　
　
第
２
回 

西
土
佐
地
区
区
長
会

　
　
17
日
　
第
1
4
4
回
四
国
市
長
会
議（
徳
島
県
三
好
市
）

　
　
　
　
　
第
8
回
複
合
施
設
整
備
研
究
会

　
　
19
日
　
第
26
回
四
万
十
川
俳
句
全
国
大
会 

表
彰
状
授
与
式

　
　
21
日
　
ブ
ラ
ジ
ル 

ボ
ニ
ー
ト
市
長
と
の
観
光
行
政
意
見
交
換
会

　
　
　
　
　
高
知
県
庁
表
敬
訪
問（
高
知
市
）

　
　
22
日
　
高
知
県
市
町
村
道
整
備
促
進
協
議
会 

役
員
会
・
総
会（
高
知
市
）

　
　
23
日
　
第
29
回
四
国
西
南
サ
ミ
ッ
ト（
土
佐
清
水
市
）

　
　
24
日
　
高
知
県
農
業
集
落
排
水
推
進
協
議
会 

通
常
総
会（
高
知
市
）

　
　
25
日
　
企
業
版
ふ
る
さ
と
納
税 

関
係
企
業
訪
問（
東
京
都
）

　
　
　
　
　
全
国
治
水
期
成
同
盟
会
連
合
会 

全
国
治
水
大
会
ほ
か（
東
京
都
）

　
　
26
日
　
関
東
幡
多
の
会
・
第
7
回
交
流
会（
東
京
都
）

　
　
　
　
　
京
都
看
護
大
学 

看
護
学
部
完
成
と
大
学
院
開
設
の
記
念
式
典
・

　
　
　
　
　
祝
賀
会（
京
都
府
）

　
　
28
日
　
枚
方
市
・
四
万
十
市
友
好
都
市
推
進
協
議
会 

総
会

　
　
　
　
　
中
村
地
区
地
域
安
全
協
会 

総
会

　
　
29
日
　
全
国
高
速
道
路
建
設
協
議
会 

第
54
回
総
会
・
要
望
活
動（
東
京
都
）

　
　
30
日
　
N
P
O
法
人 

四
万
十
市
へ
の
移
住
を
支
援
す
る
会「
平
成
30
年

　
　
　
　
　
度
第
１
回
意
見
交
換
会
」

　
　
31
日
　
高
知
県
合
併
処
理
浄
化
槽
普
及
促
進
協
議
会 

総
会
・
理
事
会（
高

　
　
　
　
　
知
市
）

６
月
１
日
　
第
７
回
畜
魂
祭

　
　
３
日
　
黒
潮
町
役
場
本
庁
舎 

落
成
記
念
式
典
・
祝
賀
会

　
　
４
日
　
四
万
十
市
優
良
工
事
等
表
彰
式

　
　
　
　
　
四
万
十
川
改
修
期
成
同
盟
会 

総
会

　
　
５
日
　
四
万
十
ヒ
ノ
キ
ブ
ラ
ン
ド
化
推
進
協
議
会 

総
会（
四
万
十
町
）

　
　
６
日
　
高
知
県
高
等
学
校
長
協
会 

研
修
会

　
　
　
　
　
中
村
地
区
防
災
連
絡
協
議
会 

総
会

　
　
７
日
　
J
A
高
知
は
た
農
協 

地
区
座
談
会

　
　
　
　
　
主
要
地
方
道
西
土
佐
松
野
線
改
良
促
進
期
成
同
盟
会 

総
会

　
　
10
日
　
四
万
十
黒
潮
旅
館
組
合 

通
常
総
会

　
　
11
日
　
6
月
市
議
会
定
例
会 

開
会

　
　
13
日
　「
農
業
農
村
の
集
い
」 

要
請
活
動（
東
京
都
）

　
　
14
日
　
高
知
県
知
事
表
敬
訪
問（
高
知
市
）

５
月
15
日
〜
６
月
14
日

市
長
日
誌
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（*1）30年度への繰越財源9,425万円を差し引いた実質収支は514万円となり、この全額を減債基金に積み立て。
（*2）、（*5）全額を財政調整基金に積み立て。
（*3）30年度予算からの繰上充用により措置。
（*4）、（*6）全額を30年度へ繰り越し。
（*7）資本的収支は△1億5,929万円（収入1億8,353万円－支出3億4,282万円）となり、不足額は当年度分消費税及び地方消費税資本的収支調整
　　額、当年度分損益勘定留保資金、繰越利益剰余金処分額で補てん。
（*8）資本的収支は、△5,353万円（収入1億7,805万円－支出2億3,158万円）となり、不足額は当年度分消費税及び地方消費税資本的収支調整額、
　　過年度分損益勘定留保資金で補てん。

【問い合わせ先】（市）財政課 財政係　0（34）1819

一　般　会　計

特　別　会　計（14会計）

国民健康保険会計事業勘定

国民健康保険会計診療施設勘定

奥屋内へき地出張診療所会計

後期高齢者医療会計

下水道事業会計

と畜場会計

幡多公設地方卸売市場事業会計

住宅新築資金等貸付事業会計

鉄道経営助成基金会計

農業集落排水事業会計

幡多中央介護認定審査会会計

介護保険会計保険事業勘定

簡易水道事業会計

園芸作物価格安定事業会計

企　業　会　計（ 2会計）

水道事業会計

病院事業会計

歳入

219億1,426万円

歳入

49億3,018万円

2億8,002万円

472万円

5億2,515万円

8億3,705万円

2億4,535万円

154万円

55万円

6億7,003万円

5,991万円

624万円

40億2,893万円

8億3,872万円

1,004万円

収益

5億2,076万円

17億8,268万円

歳出

218億1,487万円

歳出

47億9,021万円

4億1,613万円

472万円

5億1,480万円

8億3,705万円

2億1,113万円

154万円

55万円

6億7,003万円

5,991万円

624万円

40億2,893万円

8億3,872万円

760万円

費用

3億9,878万円

17億5,780万円

形式収支

9,939万円（*1）

形式収支

1億3,997万円（*2）

△1億3,611万円（*3）

0

1,035万円（*4）

0

3,422万円（*5）

0

0

0

0

0

0

0

244万円（*6）

形式収支

1億2,198万円（*7）

2,488万円（*8）

平成29年度  決算概要
平成29年度の一般・特別・企業会計の決算について、その概要をお知らせします。
金額は万円単位の概数です。

四万十市の出来事を写真でお届けします! ーSHIMANTO CITY PHOTOSー四

四万十市消防団 黒尊川分団
小型動力ポンプ付積載車

防災ヘリ「おとめ」による
救援物資搬出訓練

　6月9日、西土佐奥屋内地区において、旧奥屋内小学校グラウンドに整備されたヘリポートの落成式と、新
たに配備された消防団車両の入魂式が行われました。また、併せて防災学習会・訓練が実施されました。
　当日は、地元住民ら70名が参加し、「総合ハザードマップ」の学習会や、実際に着陸した防災ヘリ「おとめ」
から救援物資の搬出を行う訓練など、近い将来予想される南海トラフ地震や豪雨災害等に備え、真剣に取
り組まれました。
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アラビアンナイト　大盛況でした！

　5月26日、四万十川こども演劇祭実行委員会が
主催するフェスティバル公演「アラビアンナイト
～魔法のランプと明日のヒカリ～」が市立文化セ
ンターで上演されました。
　この公演は、名古屋を拠点に活躍している人形
劇団むすび座による人形劇で、約550人の観客が、
本市ではめったに見られない迫力ある人形の動
きと、心にしみる感動
の物語に引き込まれま
した。
　また、会場入口も素
敵に飾りつけられ、す
べてが魔法の世界に包
まれていました。

マイバッグとしまんとAIで四万十川を守ろう!

　6月2日に開催された紫陽花まつり(安並水車の
里)で、無料でオリジナルマイバッグが作れるレ
ジ袋削減啓発イベントを開催しました。
　この取り組みは昨年から始めたもので、晴天の
休日と、ママ友同士の口コミ効果からか、子ども
から大人までの約100人の方にマイバッグ作りに
取り組んでいただくことができました。子どもた
ちは、マイバッグの仕上がりに満足した様子で、
うれしそうにお母さんたちに見せていました。
　また、同じ清流保全活動の一環として、化学洗
剤の代わり等に使用できる「しまんとAI」を1日で
自作することができる、作り方パンフレットも配
布しました。
　オリジナルマイバッグとしまんとAI、ぜひご活
用ください！

西土佐中学校生徒、プロ劇団と共演！

　5月24日、西土佐ふれあいホール自主事業（中学
校総見）として、愛知県を拠点に活動されている
劇団「笑劇派（しょうげきは）」による演劇鑑賞を
行ないました。
　SNS等の情報モラルをテーマにした演目で、
LINEなどを使った課題を中学生や一般来場者が
演劇を通して学びました。
　また、中学生12名も特別出演し、プロと同じ舞
台で演技を披露しました。元気な声と体を張った
演技に、笑劇派のみなさんからも「想像以上の演
技力だった！」と褒めていただきました。
　出演した中学生はもちろん、鑑賞した中学生そ
して一般観覧のみなさんにも、印象に残る舞台と
なりました。

中村特別支援学校で選挙啓発授業

　5月10日、中村特別支援学校で生徒会役員選挙
と併せて選挙啓発授業を行いました。生徒会役員
候補の演説の後、選挙管理委員会が選挙の大切さ
と投票の仕方を説明し、実際の選挙で使用する投
票記載台と投票箱を使って投票を行いました。
　生徒達は、投票を行った後、「投票の仕方は簡単
だったので、本当の選挙でもできそう」と話して
いました。
　中村特別支援学校では、選挙管理委員会と共同
で、毎年2回選挙啓発授業を行っています。選挙管
理委員会では、協力いただける学校と連携して選
挙啓発を行っていきたいと考えています。
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募
　
集

第
14
回
四
万
十
市
成
人
式

実
行
委
員
会
新
成
人
委
員
の
募
集

　
第
14
回
四
万
十
市
成
人
式
の
企
画
・
運
営

を
行
う
実
行
委
員
会
の
新
成
人
委
員
を
募
集

し
ま
す
。

　
み
ん
な
で
思
い
出
に
残
る
成
人
式
に
し
ま

し
ょ
う
。

▼
対
象
者

　
新
成
人
と
な
る
方（
平
成
10
年
4
月
2
日

　
か
ら
平
成
11
年
4
月
1
日
生
）。原
則
と
し

　
て
四
万
十
市（
中
村
地
域
）在
住
の
方
。

▼
募
集
人
数

　
３
名
程
度
　

　
※
応
募
多
数
の
場
合
は
抽
選
と
し
ま
す
。

▼
募
集
期
限
　
8
月
3
日（
金
）

【
問
い
合
わ
せ
・
申
込
先
】

　（
市
）生
涯
学
習
課
　
公
民
館
運
営
係

　（
中
央
公
民
館
内
）

　
☎（
3
4
）7
3
1
1

　
Ｆ
Ａ
Ｘ（
3
5
）4
2
6
0
　

し
ま
ん
と

情
報
掲
示
板

中村線営業開始30周年記念車両の運行について
　土佐くろしお鉄道はおかげさまで、2018年4月1日に中村線営業30周年を迎えました。
　その30周年記念の特製ヘッドマークを装着した列車を次の通り運行しています。

▼運行期間　6月9日（土）～ 8月31日（金）

▼運行日程　土曜・日曜（6/30・7/1・7・8・14・15・21・22）、7月23日以降は平日も運行予定

▼運行区間　宿毛線（宿毛～中村間）
　　　　　　※運行時間等、詳細はお問い合わせください。
　　　　　　※車両運用の都合により運行できない場合があります。

【問い合わせ先】土佐くろしお鉄道株式会社　企画営業課　☎（35）4962 　FAX（34）2299

酒
米「
吟
の
夢
」の
田
植
え
を

行
い
ま
し
た
！

　
５
月
31
日（
木
）、富
山
地
区
の
酒
米
生
産

者
で
つ
く
る
、と
み
や
ま
酒
米
生
産
部
が

『
純
米
吟
醸
と
み
や
ま
』の
原
料
の
酒
米「
吟

の
夢
」の
田
植
え
を
行
い
ま
し
た
。午
前
中

は
あ
い
に
く
の
雨
で
し
た
が
、午
後
の
神
事

か
ら
は
雨
も
上
が
っ
て
最
高
の
田
植
え
日

和
と
な
り
、大
用
小
学
校
６
年
生
を
は
じ

め
、オ
ー
ナ
ー
、県
、市
、J
A
高
知
は
た
の

職
員
ら
40
名
程
が
参
加
し
ま
し
た
。参
加
生

徒
は
田
の
ぬ
か
る
み
に
足
を
と
ら
れ
な
が

ら
も
懸
命
に
植
え
つ
け
ま
し
た
。な
か
に
は

家
の
手
伝
い
で
田
植
え
を
し
た
こ
と
の
あ

る
生
徒
も
お
り
、大
人
顔
負
け
の
慣
れ
た
手

つ
き
を
見
せ
て
い
ま
し
た
。

　『
純
米
吟
醸
と
み
や
ま
』と
い
う
名
前
は
、

現
在
で
は
市
内
外
に
も
広
く
知
れ
渡
っ
て

い
ま
す
が
、生
産
を
始
め
た
当
時
、生
産
者

た
ち
の「
と
み
や
ま
」と
い
う
旧
地
名
を
市

内
外
の
多
く
の
方
々
に
知
っ
て
も
ら
い
た

い
と
い
う
思
い
か
ら
名
付
け
た
の
が
名
前

の
由
来
で
す
。

　
今
後
は
９
月
中
下
旬
に
、大
用
保
育
所
、

小
中
学
校
の
生
徒
た
ち
も
参
加
し
て
収
穫

体
験
を
行
う
予
定
で
、10
月
15
日
か
ら
藤
娘

酒
造
に
よ
る
酒
造
り
が
始
ま
り
ま
す
。こ
の

純
米
か
ら
つ
く
ら
れ
た『
純
米
吟
醸
と
み
や

ま
』は
、今
年
7
0
0
口
限
定
で
12
月
下
旬

頃
か
ら
順
次
オ
ー
ナ
ー
の
方
々
に
届
け
ら

れ
ま
す
。

と
み
や
ま
酒
米
生
産
部

事
務
局
　
伊
勢
脇
精
蔵

市民のひろば
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出
会
い
の
き
っ
か
け
づ
く
り

イ
ベ
ン
ト
参
加
者
募
集

　
四
万
十
の
夏
に
素
敵
な
出
会
い
を
し
て
み

ま
せ
ん
か
。

　
子
育
て
支
援
課
は
、楽
し
い
交
流
の
場
を

作
っ
て
新
し
い
出
会
い
を
応
援
し
ま
す
。

　
第
1
弾
は
名
刺
交
換
＆
夜
空
の
花
火
を
見

上
げ
ま
す
。

▼
日
時
　
8
月
25
日（
土
）17
時
〜
21
時

▼
場
所
　
中
村
第
一
ホ
テ
ル
＆
花
火
列
車

▼
内
容

　
名
刺
交
換
と
花
火
観
覧

　
※
交
換
す
る
名
刺
は
主
催
者
で
用
意
し
ま

　
　
す
。

▼
対
象
者

　
原
則
30
歳
代
の
独
身
男
女
。

　
男
性
は
四
万
十
市
在
住
ま
た
は
在
勤
。

▼
定
員

　
38
名（
男
女
各
19
名
）

　
※
応
募
者
多
数
の
場
合
は
事
務
局
に
て
抽

　
　
選
し
ま
す
。

▼
参
加
料

　
男
性
5
0
0
0
円
、女
性
3
0
0
0
円

▼
応
募
締
切
　
7
月
31
日

▼
申
込
み
方
法
　

　
H
P（http://w

w
w
.city
.shim

a
nto.lg

.jp/

　e
v
e
nt/d
e
a
i/

）ま
た
は
電
話
・
郵
送
・
メ
ー

　
ル
に
て
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

【
問
い
合
わ
せ
・
申
込
先
】

　（
市
）子
育
て
支
援
課
　
企
画
係

　
☎（
3
4
）9
0
0
7

　
四
万
十
市
中
村
大
橋
通
4
丁
目
10
番

　
四
万
十
市
役
所
内

　E
-m
a
il：
kosod

a
te
@
city
.shim

a
nto.lg

.jp 

　
※
イ
ベ
ン
ト
は（
有
）せ
い
ぶ
印
刷
工
房
に

　
　
委
託
し
て
実
施
し
ま
す
。

養
育
里
親
・
養
子
縁
組
里
親
研
修

　
さ
ま
ざ
ま
な
事
情
で
、両
親
と
一
緒
に
暮

ら
せ
な
い
子
ど
も
た
ち
を
自
分
の
家
庭
に
お

預
か
り
し
て
一
定
期
間
養
育
す
る「
養
育
里

親
」と
、実
子
と
し
て
迎
え
入
れ
る「
養
子
縁

組
里
親
」に
な
る
た
め
の
研
修
が
あ
り
、幡
多

地
域（
四
万
十
市
）で
は
、年
１
回
開
催
さ
れ

て
い
ま
す
。

　
今
年
度
の
研
修
は
8
月
18
日（
土
）か
ら
で
、

申
込
締
切
は
7
月
18
日（
水
）で
す
。

　
関
心
の
あ
る
方
は
幡
多
児
童
相
談
所
ま
た

は
高
知
聖
園
ベ
ビ
ー
ホ
ー
ム
ま
で
お
問
い
合

わ
せ
く
だ
さ
い
。

【
問
い
合
わ
せ
先
】　

　（
県
）幡
多
児
童
相
談
所
　
担
当：

野
瀬

　
☎（
３
７
）３
１
５
９

　
里
親
サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー
結
い
の
実
　

　
高
知
聖
園
ベ
ビ
ー
ホ
ー
ム
内
担
当：

利
岡

　
☎
０
８
８（
８
７
２
）１
０
１
２

婚
活
サ
ポ
ー
タ
ー
養
成
講
座

　
高
知
県
で
は
、出
会
い
や
結
婚
へ
の
支
援

を
希
望
す
る
独
身
者
を
、応
援
し
て
い
た
だ

く「
婚
活
サ
ポ
ー
タ
ー
」を
募
集
し
て
い
ま
す
。

▼
日
時
　
7
月
22
日（
日
）13
時
30
分
〜
16
時

▼
会
場

　
高
知
共
済
会
館
　
大
ホ
ー
ル「
桜
」

　（
高
知
市
本
町
）

▼
参
加
費
　
無
料

▼
申
込
締
切
　
7
月
13
日（
金
）

【
問
い
合
わ
せ
・
申
込
先
】

　
高
知
県
少
子
対
策
課
　

　
出
会
い
・
結
婚
支
援
担
当
　

　
☎
0
8
8（
8
2
3
）9
7
1
7

教
室
・
講
座

親
子
水
難
事
故
防
止
教
室

〜
水
辺
で
の
事
故
や
津
波
に
備
え
て
〜

　
川
で
遊
ぶ
楽
し
さ
を
体
験
し
な
が
ら
、川

の
特
性
や
危
険
を
察
知
す
る
能
力
、感
覚
を

身
に
付
け
る
た
め
に
小
学
生
を
対
象
と
し
た

教
室
を
開
催
し
ま
す
。

▼
日
時
　
　

　
７
月
16
日（
月
祝
）10
時
〜
12
時
30
分

※

悪
天
候
の
場
合
は
８
月
19
日（
日
）に
順
延

▼
場
所
　
四
万
十
市
中
村
百
笑
町
小
畑

▼
内
容
　
　

　
・
身
を
守
る（
小
学
３
〜
６
年
生
参
加
）

　
　
①
シ
ュ
ノ
ー
ケ
リ
ン
グ
②
安
全
な
流
さ
れ
方

　
　
③
着
衣
水
泳
④
宝
さ
が
し
⑤
飛
込
台

　
・
救
助
・
救
出
訓
練

　
　
①
Ａ
Ｅ
Ｄ
に
よ
る
救
助
法（
大
人
参
加
）

　
　
②
ス
ロ
ー
ロ
ー
プ
に
よ
る
救
助（
大
人

　
　
　
と
小
学
生
参
加
）

　
　
③
ロ
ー
プ
に
よ
る
救
出（
デ
モ
披
露
）

　
・
河
川
環
境
学
習（
水
生
生
物
調
査
）

　
・
カ
ヌ
ー
体
験（
希
望
者
）

▼
参
加
料

　
無
料（
保
険
は
主
催
者
で
加
入
し
ま
す
。）

▼
募
集
人
数

　
小
学
３
〜
６
年
生 

20
人
、大
人 

20
人

　※

で
き
る
だ
け
保
護
者
と
一
緒
に
参
加
し

　
　
て
く
だ
さ
い
。

▼
募
集
締
切
　
７
月
12
日（
木
）17
時
　

　※

定
員
に
な
り
次
第
締
め
切
り

▼
主
催
　
　

　
渡
川
水
系（
四
万
十
川
）水
難
事
故
等
防
止

　
連
絡
会

【
問
い
合
わ
せ
・
申
込
み
先
】　

　（
市
）教
育
委
員
会
　
生
涯
学
習
課

　
☎（
3
4
）2
0
6
2

高
知
職
業
能
力
開
発
短
期
大
学

校
を
体
験
し
て
み
よ
う

　
高
知
職
業
能
力
開
発
短
期
大
学
校
は
、国

立
の
工
業
系
短
期
大
学
で
す
。
高
校
３
年
生

を
対
象
に
オ
ー
プ
ン
キ
ャ
ン
パ
ス
を
実
施
し

ま
す
。高
校
１
・
２
年
生
や
保
護
者
の
方
も
大

歓
迎
で
す
。

▼
日
時

▼
場
所

　
高
知
職
業
能
力
開
発
短
期
大
学
校

　（
香
南
市
野
市
町
西
野
1
5
9
5-

1
）

▼
内
容

　
学
校
・
学
科
紹
介
、キ
ャ
ン
パ
ス
ツ
ア
ー
、模

　
擬
授
業（
も
の
づ
く
り
体
験
※
要
予
約
）・
ラ

　
ン
チ
体
験（
高
校
生
は
無
料
※
要
予
約
）等

※
詳
し
く
は
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

【
問
い
合
わ
せ
・
申
込
先
】

　
高
知
職
業
能
力
開
発
短
期
大
学
校

　
学
校
援
助
課

　
☎
0
8
8
7（
5
6
）4
1
0
0

　http://w
w
w
3
.je
e
d.or.jp/kochi/colle

g
e
/

7月16日（月・祝）

7月29日（日）

8月19日（日）

9月9日（日）

12月16日（日）　

10：30～14：40

（随時受付）

11：00～15：15

（受付10：40～）

9：00～16：00

（受付8：40～）

11：00～15：15

（受付10：40～）

11：00～15：15

（受付10：40～）

開催時間開催日
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働
く
婦
人
の
家
講
座

（
ア
ク
セ
サ
リ
ー
作
成
）

　
ピ
ア
ス
、ス
ト
ラ
ッ
プ
な
ど
を
作
っ
て
み

ま
せ
ん
か
♪

▼
日
時

　
８
月
１
日
〜
29
日（
毎
週
水
曜
日
・
全
５
回
）

　
19
時
〜
20
時
30
分

▼
場
所
　
働
く
婦
人
の
家
　
２
階 
講
習
室
A

▼
対
象

　
市
内
に
居
住
ま
た
は
勤
務
す
る
女
性

▼
定
員
　
10
人

▼
講
師
　
芝
藤
　
由
佳
理

▼
受
講
料
　
無
料

　
※
材
料
費：

一
個
に
つ
き
1
0
0
円
〜
　

　
　
3
0
0
円
程
度

　（
当
日
持
参
し
て
く
だ
さ
い
。）

▼
申
込
受
付

　
７
月
17
日（
火
）〜 

　
9
時
〜
17
時
15
分

　（
12
時
〜
13
時
、土
・
日
を
除
く
） 

　
定
員
に
な
り
次
第
締
め
切
り

▼
申
込
方
法

　
本
人
に
限
り
窓
口
・
電
話
で
受
付

※
講
師
の
都
合
に
よ
り
日
程
が
変
更
に
な
る

　
こ
と
が
あ
り
ま
す
の
で
ご
了
承
く
だ
さ
い
。

【
問
い
合
わ
せ
・
申
込
先
】

　
働
く
婦
人
の
家
　
☎（
3
4
）6
2
9
9

ふ
れ
あ
い
教
室（
油
絵
）

　
人
権
啓
発
セ
ン
タ
ー
で
は
、近
隣
地
域
住

民
と
の
交
流
と
人
権
尊
重
の
ま
ち
づ
く
り
に

つ
な
が
る
生
活
の
質
の
向
上
を
図
る
こ
と
を

目
的
に
絵
画
教
室
を
開
催
し
ま
す
。

▼
期
日

　
８
月
７
日
〜
12
月
４
日

　（
毎
週
火
曜
日
・
全
18
回
）

▼
時
間
　
19
時
30
分
〜
21
時

▼
場
所
　
市
立
人
権
啓
発
セ
ン
タ
ー

▼
対
象
　
市
内
に
居
住
ま
た
は
勤
務
す
る
方

▼
定
員
　
15
名
程
度

▼
受
講
料
　
無
料

　
※
道
具
は
人
権
啓
発
セ
ン
タ
ー
で
用
意
し

　
　
ま
す
。

▼
申
込
受
付

　
7
月
17
日（
火
）〜

　
9
時
〜
17
時
15
分

　（
12
時
〜
13
時
、土
・
日
を
除
く
）

　
定
員
に
な
り
次
第
締
め
切
り

▼
申
込
方
法

　
電
話
に
て
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

※
講
師
の
都
合
に
よ
り
日
程
が
変
更
に
な
る

　
こ
と
が
あ
り
ま
す
の
で
ご
了
承
く
だ
さ
い
。

【
問
い
合
わ
せ
・
申
込
先
】

　
人
権
啓
発
セ
ン
タ
ー

　
☎（
3
4
）5
7
5
1

防
災
講
演
会
　

　
南
海
ト
ラ
フ
地
震
の
発
災
に
備
え
る
た

め
、皆
様
お
誘
い
あ
わ
せ
の
上
で
ご
参
加
く

だ
さ
い
。

▼
日
時
　
７
月
８
日（
日
）10
時
〜
12
時

▼
場
所

　
J
A
高
知
は
た
農
協
会
館
４
F
大
ホ
ー
ル

　（
四
万
十
市
右
山
五
月
町
7-

40
）

▼
講
演（
1
）

　「
幡
多
地
域
に
お
け
る
事
前
復
興
と
地
域

　
づ
く
り
に
つ
い
て
」

　
東
京
大
学
大
学
院
工
学
系
研
究
科 

教
授
　

　
羽
藤 

英
二

▼
講
演（
２
）

　「
南
海
ト
ラ
フ
地
震
に
関
連
す
る
情
報（
臨

　
時
）※
に
つ
い
て
」

　
高
知
県
危
機
管
理
部
南
海
ト
ラ
フ
地
震
対

　
策
推
進
幡
多
地
域
本
部

　
地
域
防
災
企
画
監
　
橋
詰
淳

▼
駐
車
場

　
農
協
職
員
駐
車
場
を
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

※
南
海
ト
ラ
フ
地
震
に
関
連
す
る
情
報（
臨

　
時
）と
は

　
南
海
ト
ラ
フ
全
域
を
対
象
と
し
て
、異
常

な
現
象
を
観
測
し
た
場
合
や
地
震
発
生
の
可

能
性
が
相
対
的
に
高
ま
っ
た
と
評
価
し
た
場

合
等（
南
海
ト
ラ
フ
の
東
側
だ
け
で
大
規
模

な
地
震
が
発
生
し
た
場
合
や
、南
海
ト
ラ
フ

地
震
の
発
生
時
に
想
定
さ
れ
る
最
大
震
度
で

あ
る
マ
グ
ニ
チ
ュ
ー
ド
８
〜
９
ク
ラ
ス
の
大

地
震
と
比
べ
て
一
回
り
小
さ
い
規
模（
マ
グ

ニ
チ
ュ
ー
ド
７
ク
ラ
ス
）の
地
震
が
発
生
し

た
場
合
な
ど
）に
、気
象
庁
か
ら
発
表
さ
れ
る

情
報
で
、平
成
29
年
11
月
か
ら
運
用
が
開
始

さ
れ
ま
し
た
。

▼
主
催

　
幡
多
地
区
自
主
防
災
会
連
絡
協
議
会

　
四
万
十
市
自
主
防
災
会
連
絡
会
議

平成30年度
危険物取扱者保安講習会

　危険物の取扱作業に従事する危険物取扱者
は、消防法令に基づき、都道府県等が行なう保
安に関する講習を3年以内に受講しなければ
なりません。お手持ちの危険物取扱者免状を
確認し、下記のとおり受講するようお願いし
ます。
※危険物取扱作業に従事していない場合は、
　法令上、特に受講する義務はありません。

▶日時
　8月28日（火）
　　9時～12時【給油取扱所】
　　13時～16時【その他給油取扱所以外】
　8月29日（水）9時～12時【給油取扱所】
▶場所　市立文化センター
▶受付期間
　8月1日（水)～14日（火）
　高知県危険物安全協会まで
▶受講申請書
最寄りの消防署・高知県危険物安全協会まで

【問い合わせ先】
　四万十消防署 予防第二係
　（危険物担当）
　☎（34）5881
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幸
徳
秋
水
研
究
会

　▼
日
時
　
毎
月
第
２
日
曜
日
　
13
時
30
分

▼
場
所
　
市
立
中
央
公
民
館
　
会
議
室

▼
当
面
の
テ
ー
マ

　
７
月
８
日
　
大
逆
事
件
と
新
宮（
１
）

　
８
月
12
日
　
大
逆
事
件
と
新
宮（
２
）

　
９
月
９
日
　
大
逆
事
件
と
新
宮（
３
）

※

参
加
自
由
・
無
料

　（
直
接
会
場
に
お
越
し
く
だ
さ
い
。）

【
問
い
合
わ
せ
先
】

　
尾
﨑
清

　
☎
０
９
０-

９
４
５
８-

７
８
３
３

催
　
し

自
衛
隊
に
よ
る
渡
河
ボ
ー
ト
訓
練

　
自
衛
隊
に
よ
る
運
航
技
術
お
よ
び
災
害
対

応
能
力
の
向
上
の
た
め
の
渡
河
ボ
ー
ト
の
訓

練
が
行
わ
れ
ま
す
。地
域
の
皆
さ
ん
、興
味
の

あ
る
方
は
ぜ
ひ
ご
見
学
く
だ
さ
い
。

▼
日
時
　
７
月
18
日（
水
）〜
20
日（
金
）

▼
会
場
　
鍋
島
地
区
の
四
万
十
川
左
岸
　

▼
７
月
19
日（
木
）10
時
〜
12
時
　

　
自
衛
隊
車
両
見
学
、渡
河
ボ
ー
ト
体
験
乗

　
船
等（
予
定
）

※
参
加
者
多
数
の
際
は
、体
験
で
き
な
い
場

　
合
も
あ
り
ま
す
。

【
問
い
合
わ
せ
先
】

　（
市
）地
震
防
災
課
　
☎（
3
5
）2
0
4
4

郷
土
資
料
館
バ
ッ
ク
ヤ
ー
ド
ツ
ア
ー

「
郷
土
資
料
館
を
探
検
!!
」

▼
日
時
　
7
月
22
日（
日
）10
時
〜
12
時

▼
場
所
　
市
立
郷
土
資
料
館

▼
入
場
料
　
無
料

▼
定
員
　
先
着
20
名（
小
学
校
3
年
生
以
上
）

▼
探
検
内
容

　
館
内
で
ク
イ
ズ
ラ
リ
ー
を
し
な
が
ら
、今

　
し
か
見
ら
れ
な
い
資
料
館
の
バ
ッ
ク
ヤ
ー

　
ド（
裏
舞
台
）を
の
ぞ
い
て
み
よ
う
！

　
子
供
は
も
ち
ろ
ん
、大
人
同
士
で
の
参
加

　
も
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

▼
受
付
期
間

　
7
月
16
日（
月
祝
）〜
7
月
20
日（
金
）

　
※
定
員
に
な
り
次
第
受
付
を
終
了
し
ま
す
。

▼
申
込
方
法

　
電
話
、Ｆ
Ａ
Ｘ
、
メ
ー
ル
に
て
、
お
申
し
込

　
み
く
だ
さ
い
。

▼
そ
の
他

　
ケ
ガ
、事
故
に
つ
い
て
は
主
催
者
側
で
加
入

　
す
る
傷
害
保
険
の
範
囲
内
で
対
応
し
ま
す
。

【
問
い
合
わ
せ
・
申
込
先
】

　
市
立
郷
土
資
料
館

　
☎
・
Ｆ
Ａ
Ｘ（
3
5
）4
0
9
6

　E
-m
a
il：
siry
o
uka
n

＠c
ity
.shim

a
nto
.lg
.jp

し
ま
ん
と
特
別
企
画
展
　
第
Ⅴ
期

「
支
藩
の
廃
絶
と
町
場
の
発
展
」

　
志
国
高
知
幕
末
維
新
博「
し
ま
ん
と
特
別

企
画
展
」の
通
史
展
示
が
、展
示
替
え
と
な
り

ま
す
。

　
第
Ⅴ
期
は
、中
村
山
内
支
藩
の
廃
絶
ま
で

の
経
過
や
、舟
運
で
発
展
す
る
町
場
の
暮
ら

し
、文
化
等
に
つ
い
て
紹
介
し
ま
す
。

　
ま
た
、郷
土
が
生
ん
だ
偉
人
の
展
示
も
、資

料
の
入
れ
替
え
を
行
い
ま
す
。

渡河ボート 会場（四万十川左岸・鍋島地区河川敷） 訓練会場
駐車台数に限
りがあります
ので、乗り合
わせでお越し
ください。

▼
開
催
期
間
　

　
7
月
1
日（
日
）〜
10
月
24
日（
水
）

▼
開
催
場
所
　
市
立
中
央
公
民
館

▼
入
場
料

　
一
般
2
0
0
円

　
高
校
生
以
下
・
障
害
者
手
帳
等
所
持
者
と

　
そ
の
介
護
者
1
名
　
無
料

【
問
い
合
わ
せ
先
】

　（
市
）生
涯
学
習
課 

社
会
教
育
振
興
係
　

　
☎（
3
4
）7
3
1
1

子
育
て
ひ
ろ
ば「
と
こ
と
こ
」

イ
ベ
ン
ト
情
報

　
小
さ
な
赤
ち
ゃ
ん
か
ら
付
き
添
い
の
方
ま

で
楽
し
め
る『
こ
ど
も
夏
ま
つ
り
』を
開
催
し

ま
す
！

　
エ
プ
ロ
ン
シ
ア
タ
ー
や
バ
ル
ー
ン
ア
ー
ト

シ
ョ
ー
・
お
か
し
投
げ
等
。お
祭
り
風
の
寝
相

ア
ー
ト
な
ど
も
撮
影
で
き
ま
す
。
子
ど
も
神

輿
に
参
加
の
お
友
達
に
は
光
る
う
ち
わ
を
プ

レ
ゼ
ン
ト
！

　
こ
ど
も
縁
日
や
夏
休
み
の
自
由
工
作
コ
ー

ナ
ー
、た
く
さ
ん
の
出
店
も
あ
り
ま
す
の
で
、

ご
家
族
そ
ろ
っ
て
お
越
し
く
だ
さ
い
。
夏
の

思
い
出
を
一
緒
に
作
り
ま
し
ょ
う
♪

▼
日
時
　
7
月
21
日（
土
）10
時
〜
15
時

▼
場
所

　
ア
ピ
ア
さ
つ
き
1
階

　（
四
万
十
市
右
山
五
月
町
8-

13
）

【
問
い
合
わ
せ
先
】

　
カ
ド
ル
フ
ァ
ミ
リ
ー
　
代
表
　
伊
與
田
紗
希

　
☎
0
9
0-

9
2
4
9-

9
8
7
8

｢広報しまんと｣
スマートフォンで

配信中!
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育児相談
　相談日 /月～金 9：30～11：30、13：30～16：30
子育てについて思っていること、悩んでいること等気軽

にご相談ください。電話相談だけでなく、直接来所して

の相談にも応じます。　　

※活動のある日の午前中は、相談に応じられない場合が

　あります。

保 育 所 名

もみじ保育所

東山保育所

あおぎ保育所

7月18日

8月 6日

7月24日

8月 9日

水

月

火

木

時　間

9：30～11：00

9：30～10：30

9：30～10：30

駐車場

数台有

〃

〃

園庭開放　※雨天の場合は中止します。

月日

こんにちは

四万十市地域子育て支援センター“ぽっぽ”です!四万十市地域子育て支援センター“ぽっぽ”です!
　　親子ふれあい活動

みんなでプール
大きいプールで、アヒルさんになったりワニさんになった

り…水が散っても大丈夫かな？思いっきり楽しもうね♪

7月27日(金)、8月2日（木）、10日（金）　9：30～11：30

子育て支援センター

◆1・2・3歳児対象（ぽっぽ）

ぴよちゃんプール
プールにお魚を浮かべたり、ペットボトルのシャワーで遊

ぼうね♪

7月31日（火）、8月7日（火）　9：30～11：30

子育て支援センター

◆0歳児・妊婦対象（ぴよちゃんクラブ）

お父さんとプール（お父さんと子どもの活動です）
　いつもはお仕事が忙しいお父さんと、大きいプールで

いっぱい遊ぼうね。メインはお父さんですが、お母さんも

一緒に来てもOKです。お母さん達は、お父さんと子どもた

ちがプール遊びをしている間ティータイムを楽しんでみ

ませんか…

 ※参加されるお母さんはおやつと、お茶代100円持参し

　て下さい。　　

7月29日（日）　9：30～11：30

子育て支援センター　

時

場

時

場

時

場

時

場

6月・7月生まれのお友だちのお誕生日をみんなでお祝い

しようね!

「ぴよちゃんクラブ」　  7月18日（水）　9：30～11：30

「1、2、3歳児」（ぽっぽ）　7月19日（木）　9：30～11：30

子育て支援センター

◆お誕生会

時

場

初めての離乳食はいろいろと不安なものです…今回は初

期の離乳食の作り方を栄養士さんに教えてもらいましょ

う！試食もできますよ。参加を希望される方は、7月20日

（金）までに支援センターまでご連絡下さい。

7月24日（火）　9：30～11：30

子育て支援センター

◆離乳食講習会（初期）

　　その他の活動　

問い合わせ先

四万十市地域子育て支援センター“ ぽっぽ ”
右山元町1丁目2-10　☎（35）3748

※初めて参加を希望される人は、準備などの都合がありま

すので、あらかじめご連絡下さい。①などの番号がついて

いる活動は、各日程ごとにグループに分かれます。

第
22
回

四
万
十
川
水
泳
マ
ラ
ソ
ン
大
会

　
　

　『
自
然
と
ふ
れ
あ
い
四
万
十
川
の
鮎
と
一

緒
に
泳
い
で
み
ま
せ
ん
か
？
』を
キ
ャ
ッ
チ

フ
レ
ー
ズ
に
全
国
各
地
か
ら
４
０
０
人
の
方

が
参
加
し
ま
す
。

　
ぜ
ひ
地
元
の
皆
さ
ま
の
応
援
を
よ
ろ
し
く

お
願
い
し
ま
す
。

▼
開
催
日

　
７
月
29
日（
日
）

　※

小
雨
決
行（
増
水
の
場
合
は
中
止
）

▼
式
典
会
場
　
四
万
十
川
赤
鉄
橋
元

▼
コ
ー
ス

　
３
・
５
㎞
コ
ー
ス

　 (

入
田
平
元
か
ら
赤
鉄
橋
ま
で)

　
10
時
ス
タ
ー
ト
予
定

　
５
㎞
コ
ー
ス

　 (

佐
田
沈
下
橋
か
ら
赤
鉄
橋
ま
で)  

　
10
時
10
分
ス
タ
ー
ト
予
定

○
今
回
出
場
予
定
人
数
　
４
０
０
人

【
主
催
お
よ
び
問
い
合
わ
せ
先
】

　（
公
財
）四
万
十
市
体
育
協
会

　
☎（
３
７
）４
５
７
２
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ス
ポ
ー
ツ

ス
ポ
ー
ツ
吹
矢
教
室

　
ス
ポ
ー
ツ
吹
矢
は
、運
動
効
果
だ
け
で
は

な
く
、精
神
集
中
や
血
行
促
進
・
細
胞
の
活
性

化
に
も
役
立
ち
、内
臓
の
諸
器
官
に
も
よ
い

影
響
を
与
え
ま
す
。
年
齢
を
問
わ
ず
ゲ
ー
ム

感
覚
で
楽
し
め
、健
康
ア
ッ
プ
で
き
る
の
が

「
ス
ポ
ー
ツ
吹
矢
」で
す
。

▼
日
時

　
吹
矢
教
室

　
　
７
月
24
日
・
31
日
・
８
月
７
日（
各
火
曜
日
）

　
　
19
時
〜
21
時

　
親
子
吹
矢
教
室

　
　
８
月
４
日（
土
）・
５
日（
日
）

　
　
９
時
〜
11
時

▼
会
場
　
市
民
ス
ポ
ー
ツ
セ
ン
タ
ー 

武
道
場

▼
参
加
料

　
５
０
０
円（
マ
ウ
ス
ピ
ー
ス
代
含
）

▼
定
員
　
各
コ
ー
ス
　
先
着
10
名

▼
受
付
期
間
　

　
７
月
５
日（
木
）〜
各
教
室
開
始
前
日
ま
で

　
８
時
30
分
〜
17
時

▼
申
込
方
法
　

　
電
話
に
て
お
申
込
み
く
だ
さ
い
。

▼
講
師

　
佐
田
昭
一
郎（
高
知
県
ス
ポ
ー
ツ
吹
矢
協

　
会
四
万
十
支
部
）

※
運
動
の
出
来
る
軽
装
・
室
内
シ
ュ
ー
ズ
を

　
ご
用
意
く
だ
さ
い
。用
具
は
用
意
し
ま
す
。

※
ケ
ガ
や
事
故
に
つ
い
て
は
主
催
者
が
加
入

　
す
る
保
険
の
範
囲
内
で
の
対
応
と
な
り
ま

　
す
。

【
問
い
合
わ
せ
・
申
込
先
】　

　（
公
財
）四
万
十
市
体
育
協
会

　
市
民
ス
ポ
ー
ツ
セ
ン
タ
ー
内

　
☎（
３
４
）２
０
７
１

平成30年度 四万十市健康づくりポイント事業平成30年度 四万十市健康づくりポイント事業

～笑顔でのばそう健康寿命～
　健康寿命とは、日常的・継続的な医療や介護を必要とせず、自立した生活ができる生存期間のことです。
　四万十市の平均寿命と健康寿命の差は、男性は14.4歳、女性は20.3歳（平成28年度国保データベース）で、
国、県と比較すると、女性は少し長い傾向にあります。
　健康寿命をのばすには、「自分の健康は自分で守る」という意識を持ちながら、自分のからだの状態を知
り、適度な運動やバランスの取れた食生活、禁煙に取り組むことが必要です。
　心身ともに健康で充実した生活が送れるよう、気軽に楽しく健康づくりができる「四万十市健康づくり
ポイント事業」に取り組んでみませんか。「高知家健康パスポート」に、ヘルシーポイントシールを20枚貼付
された方の中から抽選で、温水プール回数券、または健康管理商品などをプレゼントします。

高知家健康パスポートは、県内のスポーツ施設や飲食店で提示するだけで特典が受けら
れるお得なパスポートです。健康パスポートで楽しみながら健康な生活を送りましょう。

高知家健康パスポート申請ハガキにヘルシーポイントシールを3枚（2色以上）貼付したら
　① 郵送する　⇒　後日、自宅に届きます
　② 市の窓口へ申請ハガキを持参　⇒　その場で発行されます

≪健診を受ける≫
特定健康診査、人間ドック、がん検診、乳幼児健診、歯科検診など

≪知る・参加する≫
健康福祉委員会（介護予防、健康推進事業）、特定保健指導、乳幼児相談、献血など

≪楽しく動く≫
安並運動公園（体育館、温水プール他）、具同体育センター、西土佐地区運動場など

ステップ1　高知家健康パスポートを取得する

ステップ3　四万十市健康づくりポイント事業特典申込書を提出する

ステップ2　ヘルシーポイントシールを集める

高知家健康パスポート

12月20日まで

　高知家健康パスポートにヘルシーポイントシールを20枚貼付したら、12月20日（木）までに市の窓口に
持参のうえ申し込みをしてください。抽選で、温水プール利用券(5枚)を55人に、体重体組成計、血圧計(上腕
式)、塩分濃度計、まちバス利用券(10枚)を各10人にプレゼントします。ただし、申し込みは1人1口まで、ラン
クアップ済みの健康パスポートは対象外です。また、申し込み時にアンケートをお願いします。

【問い合わせ・申込先】
（本庁）健康推進課　健康増進係　☎（34）1115
（総合支所）保健課　保健係　　　☎（52）1132

年に1度は健診を受けて、
自分の健康を
チェックしましょう!!

ピ
ン
ク

グ
リ
ー
ン

ブ
ル
ー

20枚
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夏
休
み
早
朝
子
供
水
泳
教
室

▼
日
時

　【
第
１
講
習
】

　
　
７
月
21
日(

土)

〜
23
日（
月
）、25
日（
水
）

　【
第
２
講
習
】

　
　
７
月
26
日(

木)

〜
７
月
29
日（
日
）　
　

　
そ
れ
ぞ
れ
８
時
〜
９
時

▼
場
所
　
市
立
温
水
プ
ー
ル

▼
対
象
　
小
学
生

▼
定
員
　
20
人

▼
受
講
料

　
第
１
講
習
の
み（
４
日
間
）２
０
０
０
円

　
第
１･

２
講
習 

（
８
日
間
）３
５
０
０
円

　※

第
２
講
習
の
み
の
参
加
は
で
き
ま
せ
ん
。

▼
プ
ー
ル
入
館
料

　
１
６
０
円
／
１
回

　
回
数
券
会
員
券
利
用
可

▼
ス
ポ
ー
ツ
安
全
保
険
料
　

　
１
講
習
当
り
２
０
０
円

　
ま
た
は
年
間
８
０
０
円

　（
保
険
未
加
入
者
の
み
対
象
）

▼
受
付
期
間
　
７
月
２
日（
月
）〜
18
日（
水
）

▼
受
付
時
間

　
８
時
30
分
〜
17
時

　
土
曜
日
の
み
正
午
ま
で

▼
申
込
方
法

　
所
定
の
申
込
書
に
ご
記
入
の
う
え
、受
講

　
料
・
保
険
料
を
添
え
て
お
申
し
込
み
く
だ

　
さ
い
。

　（
電
話
で
の
受
付
は
い
た
し
ま
せ
ん
。）

※

講
習
欠
席
の
場
合
、受
講
料
等
の
払
い
戻

　
し
は
し
ま
せ
ん
。

※

参
加
者
が
少
な
い
場
合
は
中
止
す
る
場
合

　
が
あ
り
ま
す
。

【
問
い
合
わ
せ
・
申
込
先
】

　(

公
財)

四
万
十
市
体
育
協
会

　
市
民
ス
ポ
ー
ツ
セ
ン
タ
ー
内

　
☎（
３
４
）２
０
７
１

1年に1度は健診を

マム＆チルドレン
3か月児・7か月児健診
胃がん（バリウム）検診

特定健診（注1）・前立腺がん検診

胃がん（バリウム）検診

特定健診（注1）・前立腺がん検診

3歳児健診
乳幼児相談・ママタッチ教室
子宮頸がん検診
乳がん検診

胃がん（バリウム）検診

ひまわり健診・前立腺がん検診

子宮頸がん検診
乳がん検診
マム＆チルドレン
7か月児・10か月児健診
乳児・1歳6か月児・3歳児健診
1歳9か月児健診
育児相談
3か月児・7か月児健診
定例健康相談
出張健康相談
3歳児健診

ひまわり健診報告会

具同体育センター
健康管理センター

文化センター

古津賀ふれあい会館

健康管理センター
健康管理センター

武道館（安並）

保健センター

保健センター
藤ノ川集会所
中半体育館

武道館（安並）

具同体育センター
健康管理センター
保健センター
健康管理センター
子育て支援センター“ぽっぽ”
健康管理センター
西土佐総合支所
JA高知はた西土佐支所
健康管理センター
大宮生活改善センター
大宮上集会所
須﨑集会所
大宮下集会所
薮ケ市集会所

10：00～11：30
12：50～13：30
7：30～9：30

8：00～11：00

13：30～15：00

7：30～9：30

8：00～11：00

13：30～15：00
12：50～13：30
9：30～11：00
9：20～11：30
13：20～15：30

8：30～9：30

9：00～10：00
13：00～13：30
15：00～15：30
9：20～11：30
13：20～15：30
10：00～11：30
12：50～13：30
12：50～13：20
12：50～13：30
13：15～14：30
12：50～13：30
9：00～11：00
9：00～11：00
12：50～13：30
9：30～10：00
11：00～11：30
9：30～10：00
11：30～12：00
13：30～14：00

11日（水）

13日（金）

17日（火）

18日（水）
20日（金）

23日（月）

24日（火）

25日（水）

26日（木）
27日（金）
30日（月）
1日（水）
6日（月）

8日（水）

9日（木）

10日（金）

時間

7月

8月

事業名月日 場所

中村地区（注2）
百笑町・弥生町・山手通・四万十
町・羽生小路・カツラ山団地・岩
崎町・丸の内・丸の内ハイランド
愛宕町・桜町・栄町・於東町・天
神橋・東下町・小姓町・上小姓町
古津賀・古津賀1～4丁目・古津
賀第１～第２団地・雅が丘団地
古津賀1～4丁目・古津賀第
1～第2団地・雅が丘団地
古津賀

中村・中筋・東中筋地区
中村地区（注2）
津野川・津賀・橘・方の
川・西ケ方・下方・半家・
本村・中組・権谷・押谷
方の川・西ケ方・下方
藤ノ川
岩間・中半
東山・八束・後川地区
中村・東山地区（注2）

大宮中
大宮上
須﨑
大宮下
薮ケ市

該当地区

【問い合わせ先】（本庁）健康推進課 ☎（34）1115・（34）1823　（総合支所）保健課　☎(52)1132

健
診
・
検
診

（注1）特定健診、ひまわり健診は30歳以上の国民健康保険に加入している人、後期高齢者医療保険に加入している人で受診券を送付してい
　　  る人および、40歳以上の協会けんぽ等に加入している被扶養者で受診券を取得している人が対象です。    
（注2）検診申込者が多いため検診日を増やし、人数調整してご案内します。事前に市が受診券を送付している人が対象となります。　
※7月10日までの計画については、広報しまんと6月号に掲載しています。     
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　SFTSウイルスを保有する「マダニ」に咬まれることによって感染する「重症熱性血小板減少症候群 

(SFTS)」。高知県では2013年から2016年の4年間で24人が発症しました。その内の18人（75%）が幡多地域と

なっています。

　マダニによる感染症（SFTS、日本紅斑熱）は、春から秋にかけて増加します。マダニから身を守る服装で咬

まれないように注意しましょう。

○マダニに咬まれても、痛みや痒みは少なく気づかないことが多くあります。

○吸血中のマダニに気づいたら、つぶしたり、無理に引き抜いたりせず、医療機関で処置を受けてください。

○野山に出かけた後に発熱などの症状が出たら、速やかに医療機関を受診してください。

ヘ
ル
ス
メ
イ
ト
料
理
教
室

親
子
で
挑
戦
し
て
み
よ
う

マ
イ
皿
鉢
作
り

　
四
万
十
市
食
生
活
改
善
推
進
協
議
会（
へ

ル
ス
メ
イ
ト
）に
よ
る
親
子
対
象
の
料
理
教

室
を
開
催
し
ま
す
。
夏
休
み
の
一
日
を
利
用

し
て
、幡
多
の
郷
土
食
を
取
り
入
れ
た
自
分

だ
け
の
ミ
ニ
皿
鉢
作
り
に
挑
戦
し
て
み
ま
せ

ん
か
。

　
大
き
め
の
お
皿
に
お
料
理
を
盛
り
付
け

て
、自
分
だ
け
の
皿
鉢
を
作
っ
て
み
ま
し
ょ

う
。

▼
日
時

　
８
月
4
日（
土
）10
時
30
分
〜
12
時
30
分

▼
会
場
　
市
立
中
央
公
民
館
　
調
理
実
習
室

▼
対
象
者

　
四
万
十
市
に
お
住
ま
い
の
小
中
学
生
と
保

　
護
者（
ご
家
族
）

▼
定
員
　
12
人
程
度

▼
調
理
内
容（
予
定
）

　
卵
寿
司
・
昆
布
寿
司
・
り
ゅ
う
き
ゅ
う
の
酢

　
の
物
、ほ
か
数
品

▼
参
加
費
　
一
人
３
０
０
円

▼
持
っ
て
く
る
も
の

　
エ
プ
ロ
ン
・
三
角
巾
・
お
皿（
20
㎝
前
後
）

　
一
人
一
枚

▼
申
込
方
法

　
電
話
ま
た
は
フ
ァ
ッ
ク
ス
に
て
お
申
し
込

　
み
く
だ
さ
い
。

　
※
お
名
前
・
ご
住
所
・
ご
連
絡
先
・
年
齢

▼
申
込
期
限
　
７
月
31
日（
火
）

【
問
い
合
わ
せ
・
申
込
み
先
】

　（
市
）健
康
推
進
課
　
健
康
増
進
係
内
　

　
食
生
活
改
善
推
進
協
議
会
事
務
局

　
☎（
3
4
）1
1
1
5

　
F
A
X（
3
4
）0
5
6
7

マダニによる感染症に注意しましょう

予防（マダニに咬まれない）のポイント

マダニに咬まれてしまったら

【マダニに関する問い合わせ先】（県）幡多福祉保健所　　☎（35）5979

出典：国立感染症研究所昆虫医科学部
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　毎日の食事とともに、体操や運動など身体を動かすことを生活に取り入れることは介護予防につな
がりますが、無理をしてしまうと大きなケガや事故などを引き起こしてしまうことがあります。病気
の治療・経過をみられている方や体調面が気になる方は必ず主治医の先生に体操や運動をしてよいか
相談してから始めましょう。また、運動前には身体のチェックだけでなく、ストレッチなどで身体をほ
ぐすことも忘れず行いましょう。

　安全に体操や運動を日常に取りいれるための参考にしてください。次回は“番外編”として「わなげ
交流大会」のようすについてお伝えします。

【問い合わせ先】
　（本庁）高齢者支援課　高齢者福祉係　☎（34）8066　　（総合支所）保健課　保健係　☎（52）1132

一からはじめる健康玉手箱　vol.2
～運動を安全に日常へ取り入れよう!～

身体のチェックは健康づくりの第一歩

運動前のチェック　～このような時には運動を控えましょう～

★血圧や脈拍は大丈夫ですか？

　①運動前の血圧値：上の血圧（収縮期）180ｍｍHｇ以上、または下の血圧（拡張期）110ｍｍHｇ以上
　②安静時の脈拍　：110拍/分以上、または、50拍/分以下
　※普段から家庭での血圧測定を習慣付けましょう。

★次のような症状はありませんか？

　①37度以上の熱がある　②身体がだるい　③睡眠不足
　④下痢をしている　　　⑤動悸・息切れがある
　⑥前回の運動の疲れが残っているまたは過労である
　⑦食欲がない　　　　　⑧頭痛や胸痛がある
　⑨関節の痛みがある(普段痛みがある人は、いつもよりひどい痛みがある)

☆息をとめない
☆休憩をはさみ水分を摂る
☆「楽～少しきつい」と
　感じるくらいの
　運動強度で無理しない

運動
中は

【連載】 けんこうだより⑭【連載】 けんこうだより⑭【連載】 けんこうだより⑭

　厚生労働省では、5月から9月までを実施期間とする「ＳＴＯＰ！熱中症クールワークキャンペーン」を実
施しています。熱中症は、暑さなどにより体温調節がうまくできなくなり、体内に熱がこもった状態を指し
ます。症状は、めまい、手足のしびれ、吐き気、体がだるいなどがあります。重症化すると命にかかわること
もありますので、早めの対応が大切です。

【熱中症を防ぐポイント】
　①こまめに水分を補給しましょう。
　　家の中でも、お出かけした時でも、のどの渇きを感じなくても、こまめに水分をとりましょう。

　②暑さを避けましょう。
　　できるだけ、風通しの良い日陰など、涼しい場所で過ごしましょう。エアコンや扇風機などを上手に使
　　いましょう。
　　　　
【熱中症かもしれない人を見つけたら!!】
　①涼しい場所へ移動させ、衣類をゆるめてあげてください。また、体を冷やしてあげてください（たとえ
　　ば、首周り、脇の下、足の付け根などです）。
　②水分、塩分の補給のため、経口補水液またはスポーツドリンクなどを飲ませてあげてください。
　③自力で水が飲めない、意識がない場合は、すぐに救急車を呼んであげてください。

【問い合わせ先】（本　　庁）健康推進課　健康増進係　☎（34）1115
　　　　　　　（総合支所）保健課　保健係　　　　　☎（52）1132

　厚生労働省では、5月から9月までを実施期間とする「ＳＴＯＰ！熱中症クールワークキャンペーン」を実
施しています。熱中症は、暑さなどにより体温調節がうまくできなくなり、体内に熱がこもった状態を指し
ます。症状は、めまい、手足のしびれ、吐き気、体がだるいなどがあります。重症化すると命にかかわること
もありますので、早めの対応が大切です。

【熱中症を防ぐポイント】
　①こまめに水分を補給しましょう。
　　家の中でも、お出かけした時でも、のどの渇きを感じなくても、こまめに水分をとりましょう。

　②暑さを避けましょう。
　　できるだけ、風通しの良い日陰など、涼しい場所で過ごしましょう。エアコンや扇風機などを上手に使
　　いましょう。
　　　　
【熱中症かもしれない人を見つけたら!!】
　①涼しい場所へ移動させ、衣類をゆるめてあげてください。また、体を冷やしてあげてください（たとえ
　　ば、首周り、脇の下、足の付け根などです）。
　②水分、塩分の補給のため、経口補水液またはスポーツドリンクなどを飲ませてあげてください。
　③自力で水が飲めない、意識がない場合は、すぐに救急車を呼んであげてください。

【問い合わせ先】（本　　庁）健康推進課　健康増進係　☎（34）1115
　　　　　　　（総合支所）保健課　保健係　　　　　☎（52）1132

熱中症を予防しましょう!!
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●居宅介護支援事業所●
　ケアマネジャーを配置している事業所で、要介護認定申請の代行や要介護認定を受けられた方で居宅サービ
スを利用する場合に、ケアプランの作成を依頼するときの窓口となり、サービス提供機関と連絡、調整し、在宅生
活を支援します。

四万十市介護保険情報　VOL.13

市内の介護サービス事業所をご紹介します

≪居宅介護支援事業所　なかむら≫

住 　 所
管 理 者
電 　 話
営 業 日
（時間）

理 　 念

特色・PR

四万十市中村小姓町82-1
堀岡　設生
34-3178
月曜日～金曜日（8：30～17：30）、土曜日 (8：30～12：15）
日曜日・祝日および12/29～1/3休業
利用者が要介護状態等にあっても可能な限りその居宅において、その有する
能力に応じ自立した日常生活を営むことができるように配慮し、利用者の選
択に基づき、適切な保健医療サービスおよび福祉サービスが多様な事業所か
ら総合かつ効率的に提供されるよう、公正中立な居宅介護支援を行います。
事業所内所属のケアマネジャーが、互いの担当利用者情報
を共有し、必要に応じ、同行訪問を行っています。これによ
り、様々な方向性を考慮した支援計画が立てられます。

≪指定居宅介護支援事業所　ラブ≫

住 　 所
管 理 者
電 　 話
営 業 日
（時間）

理 　 念

特色・PR

四万十市駅前町9番16号　　　　　
鍋島　真紀
35-2021
月曜日～金曜日(8：30～17：30) 
土曜日・日曜日・祝日および12/30午後～1/3休業
利用者さまの心身の状況や、置かれている環境などに応じ
て、利用者さまの選択に基づき適切なサービスが、多様な事
業所から、総合的かつ効率的に提供出来るよう配慮いたし
ます。可能な限り居宅において、その有する能力に応じ自立
した日常生活を営むことが出来るよう配慮します。
誠心誠意、真心のこもったサービスの実施

　市民病院は、近年の医療制度改革、診療報酬のマイナス改定、医
師不足等により、厳しい経営状況に直面しています。
　また、公的医療機関は、「地域において提供されることが必要な
医療のうち、採算性等の面から民間医療機関による提供が困難な
医療を提供すること」とされており、市内のほとんどの医療機関が
「回復期・療養期医療」を提供する中で、当院は、「急性期医療」を提
供する役割を担っています。
　平成29年度は、内科4名、外科1名、整形外科2名、脳神経外科2名、
泌尿器科1名の医師10名体制で診療に当たりました。
　また、平成29年3月に策定した「四万十市立市民病院経営健全化
計画」に基づき取り組みを進め、平成28年度に引き続き、平成29年
度も黒字決算となりました。
　今後も地域医療の中核をなす病院として、市民に信頼される良
質な医療を提供していくために、さらなる経営改善に努めてまい
ります。
【問い合わせ先】市民病院事務局　☎（34）2126

～市民病院だより～ vol.1　市民病院の概況

外来延患者数

　内科

　外科

　整形外科

　脳神経外科

　泌尿器科

　透析

入院延患者数

48,101人

25,078人

2,093人

6,282人

3,577人

4,540人

6,531人

25,031人

〇平成29年度外来・入院延患者数
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そ
の
他
・
相
談

認
知
症
の
人
と
家
族
の
会

「
た
ん
ぽ
ぽ
の
会
」

　
認
知
症
介
護
に
つ
い
て
の
悩
み
や
不
安
を

一
人
で
抱
え
込
ん
で
は
い
ま
せ
ん
か
。

　「
た
ん
ぽ
ぽ
の
会
」は
、参
加
者
で
思
い
や

悩
み
を
共
有
し
、支
え
合
う
た
め
の「
集
い
の

場
」で
す
。

　
他
の
人
に
は
な
か
な
か
分
か
っ
て
も
ら
え

な
い
こ
と
も
、同
じ
体
験
を
し
て
き
た
人
同

士
な
ら
分
か
り
あ
え
、介
護
で
疲
れ
た
心
が

少
し
で
も
楽
に
な
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。
初

め
て
の
方
の
参
加
も
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

▼
日
時

　
７
月
24
日（
火
）13
時
30
分
〜
15
時
30
分

▼
場
所
　
市
立
中
央
公
民
館
　
研
修
室
Ⅰ

▼
内
容

　
体
験
談：

「
若
年
性
認
知
症
の
夫
と
と
も
に
」

　（
高
知
家
族
の
会
　
小
笠
原
千
加
子
さ
ん
）

　
交
流
会

※
家
族
の
方
だ
け
で
も
、認
知
症
の
方
と
ご

　
一
緒
の
参
加
で
も
か
ま
い
ま
せ
ん
。

　
　
　
　
　
　
　

【
問
い
合
わ
せ
先
】

　「
た
ん
ぽ
ぽ
の
会
」事
務
局
　
松
岡
時
規
子

　
☎（
３
４
）４
５
２
８

　
四
万
十
市
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー

　
☎（
３
４
）０
１
７
０

精
神
保
健
福
祉
相
談

　　
精
神
障
害
者
ま
た
は
精
神
障
害
の
疑
い
の

あ
る
方
や
そ
の
ご
家
族
に
対
し
、精
神
科
医

師
に
よ
る
相
談
を
開
催
し
ま
す
。

▼
日
時

　
8
月
9
日（
木
）13
時
30
分
〜
15
時
30
分

▼
場
所
　
高
知
県
幡
多
福
祉
保
健
所

▼
受
付
件
数
　
2
件

▼
申
込
締
切

　
7
月
26
日（
木
）ま
で
に
電
話
で
ご
予
約
く

　
だ
さ
い
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

▼
主
催
　
高
知
県
幡
多
福
祉
保
健
所

【
問
い
合
わ
せ
先
】

　（
県
）幡
多
福
祉
保
健
所
　
健
康
障
害
課
　

　
四
万
十
市
中
村
山
手
通
19

　
☎（
３
４
）５
１
２
４

相
続
登
記
相
談
会

　
８
月
３
日
は「
司
法
書
士
の
日
」で
す
。
こ

れ
を
記
念
し
、高
知
県
司
法
書
士
会
で
は
相

続
登
記
相
談
会（
予
約
不
要
）を
開
催
し
ま
す
。

　
遺
言
、遺
産
分
割
、法
定
相
続
情
報
証
明
制

度
、名
義
変
更
な
ど
の
相
続
登
記
に
関
す
る

様
々
な
ご
相
談
に
司
法
書
士
が
お
答
え
し
ま

す
。ぜ
ひ
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

▼
日
時
　
８
月
３
日（
金
）10
時
〜
15
時

▼
会
場

　
四
万
十
市
右
山
五
月
町
７
‐
40

　
Ｊ
Ａ
高
知
は
た
本
所

　
３
階
研
修
室
・
４
階
第
３
会
議
室

【
問
い
合
わ
せ
先
】

　
高
知
県
司
法
書
士
会
総
合
相
談
セ
ン
タ
ー

　
☎
０
８
８（
８
２
５
）３
１
４
３

「人生はどりょく
すること楽しむこと」

【絵画の部】

・教育長賞

澤近　南生 さん
（東山小学校4年）

さわちか な ぎ

人権週間事業「人権絵画標語展」入賞作品紹介

【標語の部】

・教育長賞

森　詩月 さん
（中村西中学校1年）

もり し づき

どうしたが？
気がつけるのは
私たち

※所属校・学年は受賞当時のものです。

定期相談所
日　時 場　所 相談内容 問い合わせ先

（本庁）総務課　
☎（34）1804
（総合支所）地域企画課
☎（52）1111

7月20日（金）
13時～16時

社会福祉センター
国や県、市の仕事に対する苦情や要望
《相談委員》正木　卓夫 ☎(37)2560
　　　　　平石眞理子 ☎(35)4250

8月2日（木）
9時～12時

藤ノ川集会所

行政相談所

《相談委員》中平　晋祐 ☎(53)2039

特設人権相談所
日　時 場　所 相談内容 問い合わせ先

高知地方法務局
四万十支局
☎（34）1600

8月1日（水）
10時～12時
13時～15時

JA高知はた
中村西部事業所

金銭・相続・借地借家・結婚・離婚・セク
ハラ・ＤＶ・いじめ・児童虐待など人権
に関する問題（無料・秘密厳守）

中村地域
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第14回 しまんと市民祭
なかむら踊り・しまんと提灯台パレード

雨天の場合

小雨決行

荒天の場合、翌週に延期

小雨決行

荒天の場合、中止

中止

催し物（コース）

なかむら踊りパレード　（図Ⓐ→Ⓑ方面）

東京ディズニーリゾート 35周年スペシャルパレード

（図Ⓐ→Ⓑ方面）
しまんと提灯台パレード（図Ⓑ→Ⓐ方面）

時間（予定）

16：30～18：00

18：00～18：30

19：00～21：30

7月28日(土)開催　今年は中村駅前通り(大橋通6丁目付近～四国銀行前)で実施します。

■通行規制

　図の紫部分について15時30分頃から21時30分頃まで通行規制を

行います。ご理解とご協力をお願いします。また、図の灰色部分につ

いて自主規制を行う可能性があります。

　　　　　　　　　　　　　

■来場方法について

　当日は、大変な混雑が予想されます。鉄道等公共交通機関をご利用

ください。

・鉄道についての問い合わせ先　土佐くろしお鉄道　☎（35）4961

・バスについての問い合わせ先　高知西南交通　☎（34）1266

■ジェラトーニワゴンの展示

　展示日時：7月28日（土）10：00～16：00

　展示場所：お祭り広場（赤鉄橋下）

　※悪天候時は天神橋アーケード内になる可能性あり

■臨時駐車場について

　市のホームページ、Facebookをご覧いただくか、事務局までお問

い合わせください。収容台数に限りがありますので、出来る限り乗り

合わせてお越しください。

【問い合わせ先】

　しまんと市民祭実行委員会事務局　(市)観光商工課　☎（34）1126

　しまんと市民祭納涼花火大会は、一般企業の皆さまによるご寄付

と、市民の皆さまによる“協賛券のご購入”によって運営することが

できています。　　　

　今年は一條家下向550年の年です。この花火大会を一緒に維持・開

催していくために協賛券の購入にご協力ください。　

【販売・問い合わせ先】（一社）四万十市観光協会　四万十市駅前町8-3　☎（34）1555

イメージ（昨年の協賛券）

Ⓒ：露店出店予定箇所
国土地理院地図を加工して作成
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★ 

休
館
日
の
案
内 

★

一
般
書

児
童
書  

え
ほ
ん

/

元禄お犬姫

国宝の解剖図鑑

修羅の契り

戦火の欧州・中東関係史

強い地元企業をつくる

同時通訳者のカバンの中

納得して死ぬという人間の務めについて

未来

諸田　玲子

佐藤　晃子

辻堂　魁

福富　満久

近藤　清人

関谷　英里子

曽野　綾子

湊　かなえ

アンデルセンのおはなし

体育館の日曜日

たなばたのねがいごと

つくえはつくえ

菜の子ちゃんとキツネ力士

はりねずみのおいしゃさん

ふたごのカウボーイ

もったいないばあさんのおいしいあいうえお

ハンス・クリスチャン・アンデルセン

村上　しいこ

えがしら　みちこ

五味　太郎

富安　陽子

ふくざわ　ゆみこ

フローレンス・スロボドキン

真珠　まりこ

★ 

わ
く
わ
く
！
子
ど
も
サ
イ
エ
ン
ス
講
座 

★
 

○「
ス
ー
パ
ー
ボ
ー
ル
を
作
ろ
う
」

　
日
　
時
　
7
月
8
日（
日
）10
時
30
分
〜
11
時
30
分

　
場
　
所
　
四
万
十
市
立
図
書
館
内
多
目
的
ホ
ー
ル

　
対
　
象
　
3
歳
〜
小
学
生（
未
就
学
児
は
保
護
者
同
伴
）

　
参
加
費
　
無
料

　
定
　
員
　
15
人

　
申
　
込
　
事
前
申
込
制

　
主
　
催
　
四
万
十
市
立
図
書
館

※
詳
し
く
は
図
書
館
カ
ウ
ン
タ
ー
、電
話
で
お
問
い
合
わ
せ
下
さ
い
。

問 

市
立
図
書
館  

（
３
5
）２
９
２
３ 

開館時間　（本館）9：00～19：00
　　　　　（分館）10：00～18：00 July

新着おすすめ8+8
７
月
27
日（
金
）　
館
内
整
理
日

7
平成30年

新着図書（324冊）

通行規制に伴うバスの発着地および経路の変更について
7月28日（土）に開催の四万十市民祭による通行規制のため、
バスの発着地および経路の一部を下記のとおり変更します。

各路線（①～⑦）についての詳細は下記までお問い合わせください。
【問い合わせ先】・①デマンド受付センター　☎0120-019-410　・②～⑦高知西南交通㈱　☎(34)1266

①

②

③

④

⑤

⑥

⑦

デマンド交通（東富山・東蕨岡エリア）

デマンド交通（西富山・西蕨岡エリア）

デマンド交通（後川エリア）

中村まちバス

中村駅⇒江川崎

江川崎⇒中村駅

四万十市役所⇒下田

下田⇒四万十市役所

中村駅⇒足摺岬

足摺岬⇒中村駅

中村駅⇒宿毛駅

宿毛駅⇒中村駅

中村駅⇒黒潮町

黒潮町⇒四万十市

運行時刻は通常どおり

運行時刻は通常どおり

バス停留所の変更および運行経路の変更

（終日）発着とも四国電力前まで

15時までは通常の停留所利用可

15時以降交通規制路線の利用不可 

15時まで通常どおり中村駅発

15時以降市民病院発 

15時まで通常どおり中村駅着

15時以降市民病院止め 

15時まで通常運行。

15時以降佐岡橋経由→下田分岐→下田方面

15時まで通常運行。15時以降下田分岐→佐岡橋経由

→四国電力→市役所止め 

15時まで通常どおり中村駅発

15時以降中村駅前東発 

15時まで通常どおり中村駅着 

15時以降中村駅前東止め 

15時まで通常どおり中村駅発 

15時以降大橋通6丁目発 

15時まで通常どおり中村駅着 

15時以降大橋通6丁目止め 

15時まで通常運行

15時以降一条通→佐岡橋経由→下田分岐 

15時まで通常運行

15時以降下田分岐→佐岡橋経由→一条通止め 

16:23 発

17:59 着 

15:24 発

16:35 着

15:51 発 

16:25 着

16:52 発

16:15 着

16:20 発

 

18:06 着

-

-

-

-

17:21

18:32

-

17:46

-

17:30

-

-

-

18:53

-

-

-

-

-

-

-

-

発

-

着

-

-

-

-

-

-

-

-

発

着

発

着

-

着

-

-

-

-

-

19:15

19:26

-

-

-

-

対象路線 15時以降の運行時刻
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【問い合わせ・申込先】（市）教育委員会　生涯学習課　☎（34）7311

第37回
四万十市
第37回
四万十市 開催します！

市立中央公民館2階　大ホール
19時～20時30分（開場：18時30分）全講座共通
・1講座…500円
・連続講座（4回分）…1,000円（ただし、60歳以上、障害者手帳をお持ちの人 800円）
・高校生、大学生、20歳未満の人・・・無料
市立中央公民館、市立文化センター、市立図書館、(市)市民・人権課、
(総合支所)西土佐住民分室、西土佐教育分室
1週間前までに事前予約必要(3歳以上小学3年生まで)
全講座で行います。
アピアさつき、高知はた農協の指定の場所（指定以外駐車厳禁）

第1講座
7/22（日）

第2講座
8/22（水）
第3講座
8/29（水）
第4講座
9/4（火）

荒俣　　宏　　　作家、博物学者
左古　文男　　　文筆家、漫画家
井上　淳哉　　　漫画家、ゲームクリエイター

平田　オリザ　　劇作家・演出家

吉田　　豊　　　元堺市博物館学芸員

長谷川　義史　　絵本作家・イラストレーター

山と海の古い暮らしと、四万十市の怪異伝承

わかり合えないことから
―コミュニケーション能力とは何か―

戦国時代の京都・堺

絵本から生まれるもの

月　日 講　師 演　題

・会　　　　場
・時　　　　間
・受 　 講 　 料

・受講券販売所

・託　　　　児
・手 話 通  訳
・臨 時 駐 車 場

≪日程・内容≫

ヤ
ン
マ
の
季
節

　
生
き
物
好
き
の
会
話
で
よ
く
出
て
く
る
言

葉
は「
大
形
美
麗
種
」。
大
き
く
て
美
し
い
も

の
に
魅
力
を
感
じ
る
と
い
う
意
味
で
、ト
ン

ボ
の
世
界
で
は
正
に
ヤ
ン
マ
の
た
め
に
あ
る

言
葉
と
い
っ
て
も
過
言
で
は
な
い
で
し
ょ

う
。
　
日
本
に
は
ヤ
ン
マ
科
に
含
ま
れ
る
ト
ン
ボ

が
24
種
知
ら
れ
て
い
て
、ト
ン
ボ
自
然
公
園

で
は
そ
の
内
の
12
種
類
が
記
録
さ
れ
て
い
ま

す
。そ
し
て
、そ
の
多
く
は
梅
雨
明
け
か
ら
秋

口
ま
で
を
主
な
活
動
期
と
し
て
い
ま
す
。

　
そ
こ
で
、こ
れ
ら
の
ヤ
ン
マ
を
上
手
に
見

つ
け
る
た
め
の
ヒ
ン
ト
を
少
々
。

　
ま
ず
、か
つ
て
の
子
ど
も
た
ち
の
憧
れ
ギ

ン
ヤ
ン
マ
は
、晴
天
の
昼
下
が
り
か
ら
夕
方

近
く
の
時
間
帯
に
ス
イ
レ
ン
池
の
ほ
と
り
を

歩
く
と
、水
辺
を
飛
び
回
る
オ
ス
や
連
結
で

水
面
近
く
の
植
物
に
産
卵
し
て
い
る
カ
ッ
プ

ル
が
見
つ
か
る
こ
と
で
し
ょ
う
。ま
た
、ト
ン

ボ
自
然
公
園
を
代
表
す
る
湿
地
性
種
ネ
ア
カ

ヨ
シ
ヤ
ン
マ
と
マ
ル
タ
ン
ヤ
ン
マ
は
、日
没

後
の
摂
食
飛
翔
を

見
に
来
て
い
た
だ

く
の
が
確
実
で
す
。

よ
り
多
く
の
ヤ
ン

マ
を
ご
覧
に
な
ら

れ
た
い
方
に
は
、昼

下
が
り
の
林
巡
り

が
お
す
す
め
で
す
。

催
し
の
お
知
ら
せ

〜
ヤ
ン
マ
ま
つ
り
〜

7
月
21
日（
土
）〜
9
月
17
日（
月
・
祝
）（
予
定
）

　
今
夏
は
、ト
ン
ボ
愛
好
家
に
人
気
の
ヤ
ン

マ
を
主
役
に
据
え
た
イ
ベ
ン
ト
を
実
施
し
ま

す
。

■
飛
翔
す
る
ヤ
ン
マ
写
真
展
・
ヤ
ン
マ
の
生

　
態
ビ
デ
オ
繰
り
返
し
上
映

■
ヤ
ン
マ
の
仲
間
観
察
会

　
8
月
11
日（
土
）・
12
日（
日
）
13
時
〜
14
時

　
※
曇
天
・
雨
天
は
中
止

■
ヤ
ン
マ
の
ビ
ー
ズ
・
ス
ト
ラ
ッ
プ
作
り
教
室

　
期
間
中
の
毎
週
土
曜
日
　
14
時
〜
15
時
　

　
有
料
入
館
者
対
象（
材
料
費
1
0
0
円
）

〜
新
・
親
子
ト
ン
ボ
捕
り
大
会
〜

　
7
月
29
日（
日
）9
時（
受
付
開
始
8
時
30

分
）〜
12
時（
表
彰
式
含
む
）

　
小
学
生
1
名
を
含
む
親
子
等
3
人
を
1

チ
ー
ム
と
し
、ゲ
ー
ム
感
覚
で
ト
ン
ボ
を
捕

り
ま
す
。上
位
入
賞
チ
ー
ム
に
は
、ビ
ー
ズ
ト

ン
ボ
額
な
ど
を
贈
呈
。

　
参
加
費
1
0
0
0
円（
入
館
料
、保
険
料
込

み
）。た
だ
し「
ト
ン
ボ
と
自
然
を
考
え
る
会
」

の
会
員
は
無
料

※
7
月
28
日（
土
）
15
時
〜
16
時
　
上
位
入
賞

　
の
た
め
の
観
察
会（
参
加
費
無
料
）

〜
特
別
展
・
金
魚
物
語
〜

　
7
月
21
日（
土
）〜
9
月
2
日（
日
）

問 

観
光
商
工
課 

観
光
係

℡ 

（
３
４
）１
７
８
３

ギンヤンマ♂なわばり飛翔
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四
万
十
市
を
は
じ
め
県
内
各
地
で

は
、こ
の
期
間
に
合
わ
せ
て
同
和
問
題

に
関
す
る
理
解
を
深
め
、部
落
差
別
を

な
く
し
て
い
く
た
め
に
、さ
ま
ざ
ま
な

啓
発
事
業
が
行
わ
れ
ま
す
。同
和
問
題

に
つ
い
て
改
め
て
考
え
て
み
ま
し
ょ
う
。

■
な
く
そ
う
！
部
落
差
別

　
部
落
差
別（
同
和
問
題
）と
は
、日
本

社
会
の
歴
史
的
発
展
の
過
程
で
生
み

出
さ
れ
、特
定
の
地
域
の
出
身
で
あ
る

と
い
う
理
由
で
、就
職
や
結
婚
、そ
の

他
さ
ま
ざ
ま
な
場
面
で
差
別
を
受
け

る
、わ
が
国
固
有
の
重
大
な
人
権
問
題

で
す
。
主
な
問
題
に
は
、次
の
よ
う
な

も
の
が
あ
り
ま
す
。

〇
差
別
落
書
き

　
部
落
差
別
に
関
す
る
落
書
き
が
さ
れ

　
た
り
、ビ
ラ
が
ま
か
れ
た
り
と
い
っ

　
た
問
題
で
す
。

〇
結
婚
・
就
職
に
お
け
る
差
別

　
被
差
別
部
落（
同
和
地
区
）出
身
で

　
あ
る
こ
と
な
ど
を
理
由
に
結
婚
に

　
反
対
さ
れ
た
り
、就
職
す
る
際
に
不

　
利
な
待
遇
を
受
け
た
り
す
る
差
別

　
で
す
。

　
残
念
な
が
ら
、今
な
お
、差
別
発
言

や
差
別
待
遇
等
の
ほ
か
、差
別
的
な
内

容
の
文
書
が
送
付
さ
れ
る
、イ
ン
タ
ー

ネ
ッ
ト
上
で
差
別
を
助
長
す
る
よ
う

な
内
容
の
書
込
み
が
な
さ
れ
る
と

い
っ
た
事
案
が
発
生
し
て
い
ま
す
。特

に
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
の
情
報
は
、一
度

拡
散
し
て
し
ま
う
と
完
全
に
削
除
さ

れ
る
こ
と
が
難
し
い
た
め
、非
常
に
問

題
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　
差
別
や
偏
見
に
基
づ
く
行
為
は
、他

人
の
人
格
や
尊
厳
を
傷
つ
け
る
も
の

で
あ
り
、決
し
て
許
さ
れ
な
い
も
の
で

す
。こ
う
し
た
状
況
の
中
、平
成
28
年
12

月
16
日
に「
部
落
差
別
の
解
消
の
推
進

に
関
す
る
法
律（
部
落
差
別
解
消
推
進

法
）」が
施
行
さ
れ
ま
し
た
。こ
の
法
律

で
は
、「
部
落
差
別
の
な
い
社
会
を
実
現

す
る
こ
と
」を
目
的
と
し
て
い
ま
す
。

　
四
万
十
市
で
は
、こ
の
法
律
の
趣
旨

を
ふ
ま
え
、部
落
差
別
の
解
消（
同
和

問
題
の
解
決
）を
推
進
す
る
た
め
に
、

教
育
・
啓
発
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

■
人
権
ふ
れ
あ
い
講
座

　
現
在
開
催
中
の
人
権
ふ
れ
あ
い
講

座
に
お
い
て「
部
落
差
別
を
な
く
す
る

運
動
強
調
旬
間
」講
演
会
を
左
記
の
と

お
り
開
催
し
ま
す
。ぜ
ひ
ご
参
加
く
だ

さ
い
。

日
時
　
７
月
８
日（
日
）13
時
30
分
〜
15
時

場
所
　
四
万
十
市
社
会
福
祉
セ
ン
タ
ー

　
２
階
　
大
会
議
室

講
師
　
藤
本
　
昌
司
さ
ん

　（
高
知
県
人
権
啓
発
セ
ン
タ
ー
講
師
）

演
題
　
だ
れ
も
が
幸
せ
に
く
ら
す
た
め
に

　
〜
同
和
問
題
解
決
の
た
め
に
〜

【
問
い
合
わ
せ
先
】

　
四
万
十
市
人
権
啓
発
セ
ン
タ
ー

　
☎（
3
4
）5
7
5
1

　
F
A
X
共
通

お
誕
生

お
め
で
と
う

お
誕
生

お
め
で
と
う

小
栗
 

瑞
己

中
脇
 

音

岡
原
 

煌
弦

遠
近
 

菖
真

畦
地
 

朔
良

横
田
 

美
翔

矢
野
 

叶
真

櫻
木
 

利
都

東
野
 

航
大

和
田
 

杏
珠

山
口
 

想
史

丸
碆
 

こ
な
つ

沖
 

杏
佳
乃

中
野
 

双
葉

宮
村
 

音
羽

城
 

維
心

西
村
 

光
結

谷
 

守
信

み
ず
き

れ
ん
と

こ
う
げ
ん

し
ょ
う
ま

さ
く
ら

み
う

と
う
ま

り
と

こ
う
だ
い

あ
ん
ず

そ
う
し

あ
か
の

ふ
た
ば

お
と
は

い
し
ん

み
ゆ

も
り
の
ぶ

史
也

大
河

圭
史

邦
知

正
章

洸
明

茉
里
奈

大純
一

拓
未

敦
士

幸
希

剛晃
一

純
夫

皓
志

光
平

全
震

（
平
成
30
・
6
・
５
届
出
分
ま
で
）

（
平
成
30
・
4
・
５
届
出
分
ま
で
）

渡

川

中
村
小
姓
町

中
村
上
小
姓
町

中
村
丸
の
内

中
村
本
町

中
村
一
条
通

中
村
一
条
通

中
村
東
町

右

山

右
山
元
町

右
山
元
町

古

津

賀

安

並

安

並

安

並

佐

岡

具

同

具

同

赤

松

町

森

沢

有

岡

637773827678898096707473879089738877798974

右

山

右
山
元
町

駅

前

町

右
山
五
月
町

古

津

賀

古

津

賀

古

津

賀

安

並

具

同

具

同

具

同

具

同

具
同
田
黒

具
同
田
黒

竹

島

双

海

蕨

岡

乙

西
土
佐
江
川

川
原
 

光

南
 

榮

木
戸
 

大
介

中
本
 

千
早

川
﨑
 

雄
弘

庄
﨑
 

忠
彦

森
 

　
美

國
久
 

晴
栄

髙
橋
 

多
人

淺
田
 

文
子

西
澤
 

孝

東
 

正
樹

竹
田
 

三
郎

福
島
 

俊
子

吉
岡
 

　
子

岡
 

　
章

橋
本
 

美
登

細
木
 

弓
弦

佐
竹
 

伊
太
郎

西
川
 

芳
枝

瀬
戸
 

君
枝

横

瀬

山

路

深

木

双

海

平

野

岩

田

勝

間

川

登

西
土
佐
玖
木

西
土
佐
藤
ノ
川

西
土
佐
大
宮

西
土
佐
大
宮

西
土
佐
大
宮

西
土
佐
下
家
地

西
土
佐
江
川

8961957785931008877836392839092

「
お
誕
生
お
め
で
と
う
」
、「
ご
冥
福
を
お

祈
り
し
ま
す
」の
コ
ー
ナ
ー
へ
の
掲
載
に

つ
い
て
は
、家
族
の
方
に
確
認
し
た
う
え

で
掲
載
す
る
こ
と
と
し
て
い
ま
す
。

掲
載
を
希
望
さ
れ
る
場
合
は
、

（
本
庁
）
市
民
・
人
権
課
　

（
３
４
）
１

１
１
３
ま
で
必
ず
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

住
　
所

保
護
者

赤
ち
ゃ
ん

ご
冥
福
を

　
お
祈
り
し
ま
す

ご
冥
福
を

　
お
祈
り
し
ま
す

住
　
所

享
　
年

（
満
年
齢
）

氏
　
　  

名

（
平
成
30
・
6
・
５
届
出
分
ま
で
）

住
　
所

享
　
年

（
満
年
齢
）

氏
　
　  

名

宗
﨑
 

百
喜

山
﨑
 

末
光

八
重
﨑
 
米
治

永
野
 

芳
亀

松
岡
 

幹
夫

杉
本
 

高
志

三
浦
 

巳
佐
雄

岡
本
 

鈴
子

北
川
 

安
子

稲
田
 

喜
美
子

竹
﨑
 

政
司

尾
﨑
 

里
子

岡
﨑
 

玉
枝

松
浦
 

秋
利

山
本
 

由
子

公益財団法人高知県市町村振興協会
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健
康
・
福
祉

そ
の
他
・
相
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㈱中村住設

㈲大杉設備工業

㈲福永工業

㈲カキタニ設備

岡崎プロパン㈱

㈲夕部設備

㈱奥宮工業

㈲大同設備

㈲山下建設

豚座建設㈱

㈲平野水道

森下住宅器機

土居水道工事店

中村水道工事センター

㈱中村住設

）

）

）

）

）

）

）

）

）

）

）

）

）

）

）

（

（

（

（

（

（

（

（

（

（

（

（

（

（

（

土

日

土

日

土

日

月

土

日

土

日

土

日

土

日

6月30日

7月 1日

7日

8日

14日

15日

16日

21日

22日

28日

29日

8月 4日

5日

11日

12日

☎（

☎（

☎（

☎（

☎（

☎（

☎（

☎（

☎（

☎（

☎（

☎（

☎（

☎（

☎（

３４）３６２１

３４）２３２４

３５）５９９６

３３）０６６０

３５）３４５８

３７）３３８３

３７）５１５１

３５）４８７９

３３）０６５３

３４）６０３１

３５）２３１６

３４）４８５５

３２）１０９５

３５）４３２３

３４）３６２１

水道の使用を開始・中止するときは…
引っ越しなどで水道の使用を開始、中止または使用者の名義を変
更するときは、事前に下記までご連絡をお願いします。

【問い合わせ・連絡先】（本　　庁) 上下水道課　☎（34)1711
（総合支所）産業建設課　☎（52)1111

■
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7月実施の統計調査

【問い合わせ先】（県）総務部 統計分析課　☎088(823)9783

調　査　名 該当地区

労働力調査 入田下

市民病院

山下整形外科

市民病院

大野内科

竹本病院

木俵病院

市民病院

中村病院

中村クリニック

）

）

）

）

）

）

）

）

）

日（

日（

日（

日（

日（

日（

日（

日（

日（

日

日

日

月

日

日

日

土

日

7月

8月

1

8

15

16

22

29

5

11

12

☎（ 3 4 ）2 1 2 6

☎（ 3 4 ）0 5 1 1

☎（ 3 4 ）2 1 2 6

☎（ 3 7 ）5 2 8 1

☎（ 3 5 ）4 1 5 1

☎（ 3 4 ）1 2 1 1

☎（ 3 4 ）2 1 2 6

☎（ 3 4 ）3 1 7 7

☎（ 3 4 ）5 1 0 0

※当番については変更になる場合がありますので、各医療機関へ
　事前に電話でお問い合わせください。

ー 32 
ー 17 
ー 15 
3 

人　（
人　（
人　（
世帯（

）
）
）
）

34,117
16,134
17,983
16,588

人
人
人
人

59
69
21
43

5

「広報しまんと」8月号は
7月225(水)発送予定です
「広報しまんと」8月号は
7月225(水)発送予定です
「広報しまんと」8月号は
7月25日(水)発送予定です

有料広告
掲載スペース

有料広告
掲載スペース

32

平
成
30
年
7
月
号


